
昭
和
・一・，
，一年
国

・」十七
=
印
刷
納
本

昭
和
十

一
年
四
月
二
十

=
一nW

一
行

l・.・・・.・・・,l l・.・・・・・・・・.l・'.l l・.l l l・・・l・・・・'.・'・ ''l.・・'・・・・'・・・・・・・・・・・,l l l'l '.・・・.'l・.・・.・・

ll 九 十 二 第  年 八 第

日 十 二 月 四 年 一 十 和 路

會 協 護 保 無電 鮭 適 海 北

・・.・'l・l・・'l・- -

f
・
'i・・

．
・::
二
-
f
・'～
・・・-
=・
f・・
．．
・
，・-・・・・二
=
二
・一・-i

次

: ｫ
1'
i:

・、 ・:._ 、
.....、.'... ..........i

目

〇
小
池
仁

」
al-
氏
を
使
む

〇
小
池
仁
郎
民
を

-a
ふ

德
久
三

a
-
（t一

・◆1:・:・.・'・.・・'・.11:ノ・'・,・'・.・''.・・・..''.:1;:1・

小
林
改
．i
，
-l
-
（一一

〇
組
f一並
び
に

発
一一一一一-
ー

の
必
・

名
に

就
て

理
a
-

m一士
大
島
正
浦
-
（-一一

〇
日
本
産
-ll-
!ll;
類
の

寄
生
一最

（一一〇
一一
（-一一一一）-一i''

・'一-
:

（一一・
-

）・'

一「一一 :一'）

〇
小
池
0一長
の

-lf
去

0
會
員
illf
息

〇
會
-;t
a-
般
報
告







l1:
和
九
年
・一'一一一一・一，:一一一一一一 :化場
力
間

）ll-
'



a 九 十 二 第 年 八 第

小

池

仁

郎

氏

を

悼

む

本
會
々

長
小
池
仁
郎
氏
は
去
る

一
月
二
十
四
日
午
後
三
時
狭
心
症

を
發
し
醫
燃
の
効
無
く
溢
然
と
し
て
逝
か
れ
た

。

氏
は
製
應
二
年
一一一:一月
新
潟
縣
中
期
城
那
に

生
れ
明
治
十
二
年
新
潟

師
範
學
校
速
成
科
を
・

年
業
し
間
も
な
く
換
室
の
i-la
業
家
小
池
吉
平
民

の
養
子
と
な
つ
て
渡
一通
さ
れ
た

。二
十

一
年
キ
リ
ス
ト
教
の
:

M一一一解一
を

受
け
て

諾
と
な
り
営
時
の
水
産
人
で
あ
っ
た
伊
藤

一
隆
'
藤
村
信

吉

、
藤
井
顯
等
と
共
に
禁
酒
會
:
:
:
:一と

し
て
精
和
通
動
に

も
盡
す
と
こ

ろ
あ
っ
た

。然
し
氏
の
眞
の
一計
一一W一的
活
動
は
三
十
三
年
に

根

一一f一の
町

會
議
:
H
:

と
な
っ
て
か
ら
後
で
あ
つ
て
三
十

七
年
第
二
期
の
適
一0-
:一議

一 :-
-

:一

に
常
選
し
て
か
ら
は
適
政
に
參

興
し
大
正
四
年
に
は
衆
議
院
議
:

員
に

営
選
し
以
來

一性選
～

a
1

に
必
L
-一，， i1 :
f
選
し
本
年

一
月
の
議
會
解
散
と
な
る

造
實
に
七
期
に

互
つ
て
國
政
に
携
は
れ
た

。二
月
の
總
選
舉
に
は
勿

論
出
一限

一Sす
る
ぺ
く
準
備
さ
れ
て
居
た
が
経
に
立
つ
～:
と
能
は
ざ
る
に

至
つ
た
こ
と
は
痛
構
に
增
へ
な
い

。

斯
く
明
治
三
十
三
年
の
以
前
か
ら
小
は
町
政
よ
り
大
は
国
政
に
一aa

員
と
し
て
盡
一一一一一さ
れ
た
が
:

英
の
主
義
信
念
の
核
心
は
常
に
水
産
報
国

の
熱
誠
に
終
始
i

一
買
さ
れ
た

。所
一
消
水

一一一一一議
員
と
し
て
舉
げ
ら
る
・・一・

中
の
第

一
人
者
で
あ
つ
た

。公
職
と
し
て
帝
囲
水
産
'
〈一M':
一側
會
長

、
北

海
適
水
産
合
長
'
根
・一n一 :
-

M
-一館
養
烟
水
産
組
合
長
で
あ
る
が
故
の
水
産

議
員
で
な
く
一 :

-
:

-一自
身
が
漁
業
者
で
あ
り
-lfa
業
許
の
味
方
で
あ
つ
た
～:

と
が
氏
を
し
て
更
の
水
産
議
員
で
あ
ら
-
'-

-一一一 :

た

。往
年
根
室
水
産
會

長
の
選
無
・

に
不
幸
に

し
て

一改…
選
し
た
～:
と
あ
っ
た
が
之
が
た
め
に

氏

に

對
す
る
一一一一業一者
の
信
頼
は
徴
動
だ
も
し
な
か
っ
た
～:
と
に
依
つ
て

も
一通
般
の

:

消
息
は
解
る

。

氏
は
水
産
發
:

M
-一を
主
張
す
る
と
共
に

そ
の
實
行
家
で
あ
つ
た
o

a

論
を
指
導
す
る
と
共
に
之
が
實
行
に
は
常
に
先
頭
に

立
つ
て
働
か
れ

た

。晩
年
老
幅
を
提
げ
て
北
馬
南
-9
さ
れ
東
京
と
北
海
道
と
の
11n
を

常
に
奔
走
さ
れ
た
～:
と
は
書
人
の
最
も
新
ら
し
い
印
象
で
あ
る

。

一



a ;;'ll‘ 十 二 第  年 八 第

操

一一一一一一
器
一
養
一一一水一座
組
合
長
と
し
て
は
根
室
地
方
の
館
節
漁
業
の

發
展
は
人
工
解
一

化
事
業
の
充
實
に
在
り
と
の
信
念
の
下
に
組
合
事
業

と
し
て
先
づ

一
億
粒
解
化
放
流
施
設
の
完
成
を
遂
げ
た
～:
と
は
著
明

な
る
事
-llf
で
あ
る

。又
昭
和
九
年
度
責
施
の
一一一 :

-
-

一一一一解
化
事
一
薬
の
移
管

に

際
し
て
は
民
論
の
統

一
指
一通
一'
に

盡
さ
れ
て
英
の
促
進
を
同
り
移
管

後
は
-
=
民
協
力
和
合
の
機
開
と
し
て
の
本
會
を
創
立
し
衆
に
推
さ
れ

て
0
:

長
と
な
り
今
後
大
に
爲
す
と
～:
ろ
あ
る
を
期
さ
れ
た
が
来
だ
:

英

の
機
に
一至
'

ら
」一一，・
し
て
他
界
さ
れ
た

。

氏
の
水
確
人
と
し
て
の
根
本
主
張
は
一0-1一一m一
に
依
る
資
源
一湖
一n一一一一の
重

要
性
を
資
行
化
す
る
に
在
つ
た
～:
と
は

，民
間
の
民
と
し
て
異
彩
を
放

つ
も
の
で
あ
っ
た

。そ
の
信
念
の
堅
實
熱
談
を
物
語
る
挿
話
の

一
二

を
重
に

述
べ
て
氏
を
追
懷
し
て
見
度
い

。

大
正
七
年
の
秋
の
或
日
曜
の
午
後
に
筆
者
は
小
一
神
市
外
高
島
の
・萬

居
に
於
て
実
然
氏
の
訪
間
を
受
け
た

。そ
の
用
向
は
當
時
．
-

:

解

一一一一一 :が
試

驗
中
の一一M
i
i

一
解

一推
一n
を
解
化
補
内
に
於
て
放
流
期
迄
多
數
飼
育
す
る
方

法
に
就
き
意
見
を
交
換
し
出
來
得
れ
ば
之
を
氏
の
主
率
す
る
解
化
場

に
實
地
應
用
せ
ん
と
す
る
目
的
で
，0
つ
た

。組
合
の
技
術
者
を
向
け

て
も
充
分
用
が
足
り
る
と
思
は
一る
・・・・
事
柄
で
あ
る
に

も
拘
ら
rl:
氏
は

て
態
-

一夜
を
此
千
歳
行
に

費
さ
れ
た
熱
誠
に
は
唯
感
認
あ
る
の
み

で
あ
つ
た
o

漁
業
資
源
の
維
持
增

一m・
の
必
要
を
設
く
は
易
い
が
身
を
以
て
之
に

當
ll

'然
も
～:
の
信
念
・一一。一一a一一一始
一一一一 :-一し
て
變
ら
な
か
つ
た
一c
と
は
本
邦

水
産
更
に
載
せ
ら
る
--

も
の
で
あ
ら
う
o

而
し
て

氏
の
亡
き
後
に
之

を
機
・

ぐ
人
が
果
し
て
何
時
に
な
っ
た
ら
現
れ
て
來
る
で
あ
ら
う
か

。

態
・一一多
に
な
る
半
日
を
割
愛
さ
れ
た
～:
と
は
氏
の
一一一?面
目
が
表
は
れ

て
居
る

。昭
和
六
年
の
某
日
某
所
に
於
け
る
養
節
場
候
納
地
を
調
査

し
て
異
れ
と
の
事
で
氏
は
同
適
す

べ
く
態
・一r來
訪
さ
れ
た
～:
と
が
あ

る

。資
地
一開
集
の
結
果
は
不
幸
に
し
て

氏
の
期
特
に
添
は
な
か
つ
た

が
氏
は
更
に
他
に
適
所
を
物
色
す
る
一c
と
を
最
後
迄
横
け
て
居
た

。

．
-一那

，者
は
今
更
何
の
必
要
あ
つ
て
此
極
の
計
盡
を
爲
す
や
と
部

一一laた
ら

自
分
の
趣
味
か
ら
で
も
ぁ
る
が
他
に
目
的
が
あ
る

。そ
れ
は
多
く
の

解
化
場
校
術
員
は
老
後
他
に
轉
職
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
が
送

だ
一
氣
の
毒
で
あ
る
o

之
を
救
-l
，
f
す
る

一一明
と
し
て
養
一
解
事
業
は
好
適

と
認
め
る
故
先
づ
自
ら
資
行
し
て

:

以

て
指
導
援
一明
一

の
一一一:一---料
と
し
度
い

と
答
へ
ら
れ
た
の
を
盤
い
て
少
か
ら
・一「感
動
し
た

。好
通
地
を
見
付

か
り
次
第
御
知
ら
せ
す
る
と
約
東
し
て
あ
っ
た
が
そ
の
約
束
は
今
や

永
久
に
果
す
こ
と
が
出
來
な
く
な
っ
た
の
は
殘
念
で
あ
る

。

昭
和
九
年
八
月
の
或
夜
八
時
明
で
あ
つ
た

。筆
者
は
千
裁
解
化
場

の
一一一一合に
在
る
時
何
の
豫
告
な
く
氏
は
自
働
-tl:
で
恵
座
解
か
ら
乘
り

付
け
た

。そ
れ
は
移
管
第

一
年
の
難一館
解
化
場
の
概
角
'
抽

一M-一一一一節
に

開
し
て
氏
の
意
見
を
傳
へ
ん
が
爲
め
で
あ
つ
た

。一a:
-

1
:

-・
朝
一一一一一
朝
苫
小
牧
か

ら
来
車
し
て
-alJ
京
せ
n一一-aば
な
ら
な
い
程
の
忙
し
い
一船

一 :-一の
旗
中
に
於

此
意
味
か
ら
し
て
も
氏
の
逝
去
は
水
産
界
の

一
大
恨
事
で
あ
る

。資

源
の
洞
温
-
憂
〇

之
が
增
殖
に
開
す
る
重
大
政
策
を
提
げ
て
業
界
へ

の
西
囲
幾
十

基
-ilf
、
来
だ
充
分
の
成
果
を
観
・

ず
し
て
率
然
と
し
て

地

上
を
去
つ
た
氏
を
博
む

一前一一一一一計一・紙
に

盡
し
得
9
も
の
が
あ
る

。

認
み
て
英
-a
の
一一ルハ
調
を
祈
る
o

（三
一a
一日
半
国

一一一s一一-a
）

德

久

三

種

近
時
概
く
隆
一Me
に
な
つ
て
來
た
館
距
增

一m一
事
業
の
過
去
を
顧
る
時

長
敬
す

ぺ
き
幾
多
の
先
一班
の・
前
に

感
認
の
念
を
禁
じ
得
な
い
も
の
が

a
く
な
い

。中
に

も
故
小
池
仁
郎
氏
の
同
事
業
に

對
す
る
功
一一一一一一一一mM一

人
の
認
む
る
所
で
あ
る

。一一S一一一し
氏
は
温
一
雅
高
潔
な
る
德
の
下
に

i-l-
る

i
ば
か
り
の
意
氣
と
熱
常
と
を
一
激
さ
れ
た
人
で
あ
る

。そ
の
意
氣
と

熱
情
と
に
依
つ
て
難
解
增
取
事
業
の
事
受
せ
る
恩
恵
は
測
る
可
か
ら

ざ
る
も
の
が
あ
る

。

1

管
て

」
;l-
は
一一～一一に路
つ
て
・一一一一一風
吹
一
き

一一一一ル
ぶ
北
海
の
解
化
場
を
巡
り
同

事
一
薬
に

從
事
し
っ
‘・
あ
つ
た
當
事
者
を
激
一
的
し
て
・一一ルー
，

か
れ
た
事
が
あ

る

。私
は
=

:一ハの
有
様
を
獨
り

一一一一かに
低
び
其
の
面
影
が
路
如
と
し
て

心
に
浮
ぶ
の
を
禁
じ
得
な
い

。こ
れ
は
氏
の
徳
の

一
端
に

過
ぎ
な
い

が
夫
れ
が
又
一・一: l一の
御
生
遊
の
凡
て
に
及
ん
で
居
た
a

氏
の
現
れ
る
一af

ゆ
る
機
會
と
總
ゆ
る
場
所
と
に
此
の
意
氣
と
熱
情
と
を
見
る
こ
と
が

出
來
る

。即
ち
議
政
:!a
上
に
於
て
も
他
を
顧
・一「熱
心
に

一c
の
館

-g

三



一
時
田
半
も
乘
つ
て
車
球
に
教
へ
ら
れ
て
-lf
く
m一一化
場
に
着
い
た
、

産
が
目
的
の
解
化
場
と
正
反
封
に

、
然
も
十
二
、
三
mM
，も
速
く
に
あ

る

一川一一M一一場
に

運
ば
れ
た
と
云
ふ
笑
へ
な
い
ナ

ン

セ

ン
ス

も
ぁ
っ
た
と

聞
い
て
:

居
る

。

之
は
好

一
例
に

過
ぎ
な
い
が

、
期
る
般
態
だ
か
ら
密
漁
者
も
總
え

ず

、
一
方
な
ら
9
世
一一一 :

m
と
'
開
到
な
る
:一一:
意
と
'
多
額
の
經
投
と
に

依
つ
て
湖
く
生
れ
出
で

、
小
川
か
ら
大
川
へ
、
そ
し
て
大
海
へ
と
降

河
す
一一・一一一 :
-

一一一一や
館
の
一一一一一一n一が
、
無
意
識
の
裡
に
小
一一一一一一'，・ル一…一一に
抽
へ
ら
れ

或
は
河
川
や

一一一M-
-一一一 :一
の
雑
e一と
共
に
混
獲
さ
れ
、'
-

-

:一能一を
、rT
．
--

一一一一と
す
る

大
一一一一業者
で
す
ら

、
態
・一一 '捕
る
意
志
で
は
な
く
と
も
入
つ
た
も
の
は

仕
方
な
く
一川hl-
る

、
ti0
れ
た
か
ら
製
一避
r;
る
と
云
ふ
様
な
一一 it・
に

な
っ
て

英
の
被
審
や
資
に

莫
大
な
も
の
で
あ
ら
う
と
恩
ふ

。

一
粒

一
粒
丹
念
に
育
て
ら
れ
た
僅
か

一
寸
内
外
の
稚
角
が

、
雄
圖

を
懷
い
て
大
海
に
出
で

、
三
'
五
年
後
に
は
大
洋
を
總
巡
つ
て

、
校

し
の
一一一一通
に

、
然
も
英
の
時
は
体
も
幾
十
倍
に
成
長
し
生
れ
故
-la
へ

の
開
門
を
．M
-

一事
通
過
す
る
に
及
ん
一一-'
、
体
色
も
正
に
錦

一一 :一をE一E
ひ
腹

に
は
-一千
の
後
組
者
・一一一J一一字
み

'
:

r
:一ハ
の
美
肉
は
--9
i

^
間
の
食
階
を
限

は
す
を
思
へ
ば

、
能
か
此
の
雄
同
を
懐
い
て
降
河
中
の
一一一一一・一一一を、
無

北
海
適
は
我
國
姚一一野
一一一一一n-一一～一の
大
宗
で
あ
-l-

、一 :

1
:一一一一一一一一一m一解

一

化
事
業

に
對
す
る
前
施
設
の
完
俯
せ
る
點
に

於
て
も
、
他
に

誇
り
得
る
も
の

で
あ
ら
う
C

然
し

:

-
::一
處
に

-l-
む
北
海
適
の
人
々

が

、
ど
れ
位
解
化
事
業
に

對
す

る
認
識
が
深
い
か

、
そ
れ
は
殘
念
．
-
～
-

L

ら
極
少
數
の
も
の
に
限
ら
れ
た

範
国
を
出
で
な
い
の
で
あ
る
o
1

E一館
一一一一一業一に
依
つ
て
生
計
を
管
む
人

i

の
中
に
も
'
解
化
場
の
存
在
す
ら
無
開
心
で
あ
る
も
の
も
珍
し
く

な
い
'
又
解
化
場
を
見
物
に

來
る
人
々
の
中
に

、
多
數
の
稚
布

一の
群

集
す
る
を
見
て

、
玉
子
と
じ
ゃ
'
イー
煮
等
に

し
て
食
ぺ
た
」

ら

一a一美
味

紙
に

も
細
に
引
揚
げ

一
時
に

数
千
數
一力
を
殺
一一一一一し
得
る
者
が
あ
ら
う

か
'
是
解
化
事
業
の
何
た
る
か
を
理
解
し
な
い
一講
果
に
外
な
ら
な
い

の
で
あ
る
o

米
国
で
は
解
化
場
所
在

・1l-の
手
前
の
解
に

-f9
示
し
、
次
の
何
々
解

よ
り
何

一 i一一の産
に
解
化
場
が
在
て
今
期
々

の
仕
事
を
し
て
居
る
'
汽

車
の
時
間
は
か
う
で

一
汽
車
下
車
す
れ
ば
緩
々
見
學
が
出
來
る
と
云

ふ
様
な
意
味
の
'一
，
:一傳
を
し
て
居
る
と
一一=
事
を
聞
い
た
事
が
あ
る

。

我
々

の
事
業
も
:一ハー
解
化
放
流
す
る
丈
が
仕
一一一一で
は
な
く
'
放
流
後

の
-
-

i
:

・一n一が
一一一一一一一一一一一に
大
海
に

要
を
淡
す
る
迄
保
認
し
、
之
を
見
送
る
必

要
が
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が

、
之
に
は
何
う
し
て
も
漁
業
者
の
み

な
ら
・f
一
般
人
に
認
識
を
深
し
め

、
現
在
の
様
に

河
川
沿
岸
佳
民
が

何
か
に
付
け
て
解
化
場
を
自
限
一融
す
る
1llf
向
を

一
變
せ
し
め

、
以
て

解
化
事
一業
の
国
滿
送
行
を
期
す
る

一一一努力
す

ぺ
き
で
あ
る

。米
國
の

例
の
如
く
な
ら
、一，と
も
'
少
な
く
も
か
う
一一一・一・一氣持
で
事
素
に

支
障

を
來
さ
な
い
限
り

、
成
る
可
く
多
く
の

^
を
解
化
場
に
吸
收
し
、
出

來
得
る
限
り
證
明
し

一人
で
も
多
く
の
認
識
を
深
む
る
必
要
が
あ
る

と
思
ふ

。

此
の
超
一一一 :一 :を
過
般
細

一一一一一 :5一
誌
一養
加
水
産
組
合
幹
部
と
話
し
合
つ
た

か
ら
ぅ
等
と
云
ふ
者
が
築
外
多
い
の
に
は
驚
く

、
他
地
方
は
い
ざ
知

ら
ず

、
北
見
地
方
の
解
化
場
成
は
抽
確
場
所
在
地
に
行
つ
て

、
解
化

場
は
何
處
か
と
間
へ
ば

、
十
中
八
九
人
迄
は
-il-
確
場
に
樂
内
す
る

。

一
般
に

-hl-

整
が
解
化
場
で
通
つ
て
居
る
の
だ
か
ら
、 :

:

-
::

-

-一の
認
識
不

足
や
思
ふ
ぺ
し
で
あ
る

。昨
年
で
あ
つ
た
か
、
或
人
が
意
ぎ
の
用
で

解
化
場
に
行
く
ぺ
く
来
合
自
動
車
の
車
掌
に

、
解
化
場
行
か
否
か
を

確
め
て
飛
び
乘
つ
た

、
が
さ
て
解
化
場
は
隔
一
か
ら

一
里
足
ら
ず
の
産

に
あ
る
と
聞
い
て
居
る
の
に
一
報
ら
来
つ
て
も
來
た
と
言
は
な
い
、
變

だ
と
思
つ
て
運
轉
手
に

も
聞
い
て
見
る
が
間
速
n
-

一一
な
い
と
云
ふ

、
約

林

司

四

班
事
業
の
爲
に
-H
援
密
网
さ
れ
そ
の
意
氣
と
熱
情
と
を
示
さ
れ
た

。
一
な
る
も
の
が
あ
ら
う

。春
風
黨
ず
る
御
基
所
に

安
ら
か
に
御
一:ーハ
調
あ

鴨
呼

。突
如
病
度
の
爲
に
逝
か
る

。增
一m一一一0一の
領
失
は
一an
し
一置
大

一

ら
ん
～:
と
を
所
つ
て
止
ま
a
。
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-a
、
紹
走
町
で
も
御
多
分
に
一m一れ
rt:
捕
推
場
が
解
化
場
で
通
り

、
本

営
の
筋

:

化
場
を
一一一つて
も
知
る
人
が
少
な
い
事
を
通
総
と
し
て
居
た

際
と
て

、
此
趣
0

，
-
に
大
い
に

:

資
成
し
-f
連
計
畫
を
樹
て

、
先
づ
町
内

に
千
数
面
枚
の
宣
傳
印
刷
物
を
配
布
す
る
外

、
地
元
各
新
聞
紙
に
依

つ
て
公
告
し
、
特
に
常
日
は
細

一定
町

、
紹

一一一『一一…一一一一一一一場
間
の
無
'
?
パ
ス

を
運
轉
す
る
等

、
-・度
探
卵
の
時
期
を
選
び
昨
年

'十
月
二
十

-
日
の

日
一
照
を
ト
し
决
行
'
多
数
參
観
を
期

一一付
し
た
が
組
合
幹
部
も
初

E
の

事
で
は
あ
-l

，、
多
く
て
二
一
一
百

^
位
と
豫
想
し
て
居
た
の
で
あ
る
が

日
曜
に

加
へ
組
好
の
秋
日
和
に
恵
ま
れ
、
然
も
無
料
パ
ス

の
サ
ー

ビ

ス

に
依
つ
て
出
る
は
出
る
は
細
走
町
に

も
之
程
の

^
が
居
る
か
と
さ

へ
疑
は
れ
る
程
の

^
出
-

資
に

三
千
人
を
突
破
し
體
想
の
十
数
解:
に

も
及
ぶ
一一一話
一一一だ
っ
た

。細
一一一一川
第

一
-Ei
獲
場
で
は
観
布
'
抽
確
採
卵
の

状
况
を
'
解
化
場
で
は
卵
收
容
か
ら
解
化
放
流
に
一一一一-る
迄
を
資
際
に

當
つ
て
識
明

、
此
の
爲
に
町
'，．一一一一一
般
の
解
化
事
業
に
對
す
る
認
識
は

非
常
な
も
の
で

'
又
參
観
人
と
し
て
-
初
め
て
解
化
場
の
施
設
と
多

額
の
経
費
と
細
心
の
注
意
の
下
に
育
て
ら
れ
生
れ
出
る
有
様
を
目
の

當
り
見
て

、
今
一-一能一化
事
一一一一一一の
何
た
る
か
を
一一一一得
し
た
認
で

、
英
の

後
中
事
校
女
學
校
或
は
小
學
找
の
先
生
が
生
一
従
を
連
れ
て
見
i

學
に
來

一K

る
者
少
く
な
く
'
例
の
公
開
日
に

も
先
生
方
が
見
え
た
の
で
あ
る
が

餘
り
に
人
が
多
い
爲
・一一:-一分
見
學
出
來
・

ず
改
め
て
生
徒
を
連
れ
て
來
た

と
云
ふ
仕
末
で

、
期
く
の
し
て
:一一T一一一-の
趣
一一一一'一は
十
二
分
に

達
せ
ら
れ

解
化
一M計
・

一一一一一一一に
及
ぼ
す
効
果
も
さ
こ
そ
と
言
肯
れ
る
次
第
で
あ
る

。

同
組
合
で
は
之
に
力
を
得
て

、
今
容
四
一=
:

-
一

丁
度
雅
魚
放
流
時
を
見

一=
-

）、
錦
次
師
-;a
の
大
望
を
:

標
い
て
地
開
を
出
で
ん
と
す
る
難
館
稚

布
'
の
門
出
を
一器
、
無
事
回
師
す
る
も
の
-』一
尾
も
多
か
れ
と
、
此

の
行
を
;ll:
に
す
る
爲
め
盛
大
な

整rJ
會
を
催
し
、
益
一一一認
識
を
深
め

る
様
着
・一一準
俯
を
整
（
'
'
少
く
も
網
定
町
に
於
て
は
'一型
m一場
を
孵

化
場
と
間
速
ふ
様
な
不
所
存
者
の

一
人
も
無
く
な
る
事
を
期
・一付
し
て

居
る
次
第
で
あ
る
o

此
の

一一一一行
合
は
一
単
に
組
走
の
間
題
に

止
ま
ら
・
ず

、
-t-…
年
十
二
月
上

一n
'

頭
と
思
ふ
が

「ラ
f
オ

」の
小
供
の
新
聞
に
依
つ
て
發
表
せ
ら
れ

正
に
日
本
的
最
初
の
試
み
と
な
つ
た
認
で
あ
つ
て
'
有
意
義
に
終
ら

せ
度
い
も
の
で
あ
る

。

希
く
は
解
化
一at
一

業
に
携
は
る
前
m資
は
事
業
の
宣
傳
と
一一一ふ事
に
も

大
い
に
意
を
用
ひ
ら
れ

、
事
情
の
許
す
限
-l
'斯
る
催
し
の
械
-

行
は

れ
ん
事
を

一一一一んで
筆
を
相
く
次
第
で
あ
る

。

資

料

櫻

鱒
並
び
に

琵
琶
、鱒
の
學
名
に

就
て

理
學
博
士

大

島

正

構

言

本
邦
各
地
一 :

:

．一確
す
?
ハ一一一一-
i

一解
族
の
一n'
期
は

、
そ
の
學
名
が
確
定
し
て

e
る
も
の
，・・・
継
に

-=:
の
多
く
の
人
は
考
〈

て

一0
る
が

、
北
一n:

:

一一一一一一一一の

大

一示
を
な
す

左
記
五
前
iEn
以
外
の
も
の
は
1l-
検
討
を
要
す
る
も
の
'--
み

で
'
一
九
二
五
年
ジ
ョ
ル

ダ
ン
及
び
ハ
ッ
プ

ス

の
共
著
と
し
て
發
表

さ
れ
た
一'R
e
c
o
r
d

o
f

:fs
h
e
s
o
b
ta
i

ne
d

b
y

D
a
v
i

d

S
t
a
r
r

J

o
I
・一一，

，

D
A
-
-
1・
i

n
J
a
P
a
n
-

e
2
2
一一
（M
e
m
．Ca
r
ne
9
・

M
u
s
・

Vo
-

・
1
0
・

N
o

．2
）
と
題
す
る
論
文
中
に

挿
入
さ
れ
た
ジ
ョ
ル

ダ
ン

並
び
に
マ

ツ
ク
グ
レ
f
ー

ル

の
共
一一一一 :部
産
一一一一一一n一族
に
開
す
る
研
一一一一一に
よ
つ
て

、

そ
れ
ま
で
一?
一
す
ら
動
描
し
て
一eb
た
學
名
が
益
々
混
亂
の
度
を
高
め
る

～:
．．
-
J

．
．、一
な
つ
た

。雨
後
十
年
を
經
過
し
た
今
:

=
何
人
も
之
を
是
正
す

る
舉
に
出
で
な
い
で
そ
の
使
放
郷
さ
れ
て
-b
る
の
で

、
過
去
數
年
間
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ma
．s-o

一u
（B
-
～

E
v
〇
（
）-
，T

）が
〇
-l--一一一一r
」一一一、一、一、・--
-
-
s

i
e
f
a
の
異
名
と
し

て
取
扱
は
れ
て
-lb
る
の
で
あ
る

。一 :一一一一一と
一
選
解
と
を
混
同
す
る
位
一e
あ

る
か
ら
'
該
論
文
の
内
容
が
間
速
ひ
だ
ら
け
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
o

は
本
誌
の
紙
数
が
許
さ
な
い
か
ら
、
今
回
は
本
邦
特
if
で
あ
る

程
解

と
一一一一一那
一解
の
み
を
給
〇
あ
げ
て
そ
の
學
名
に

言
及
す
る
c

一、
-M
と
'

i-
置
-f

北
海
通
近
海
か
ら
日
本
海
方
面
に
か
け
て
普
通
な
解
館
が
極
め
て

容
易
に

陸
封
誠
た
り
得
る
性
質
を
持
つ
て
-b
る
一1J

と
は
、
北
海
通
よ

り
卵
を
移
入
し
て
解
化
さ
せ
た
多
數
の
稚
前
'
を
数
年
來
引
絞
き
一一一一一一一一一一

測
に
放
流
し
て
見
た
結
果
が
明
か
に

之
を
物
語
つ
て
一eb
る

。水
冷
な

河
川
の
上
流
に
陸
封
さ
れ
て
降
海
性
を
失
つ
た
も
の
が
ャ
マ
メ

で
あ

る
が
'
大
野
9
吉
一 ::一の研
究
に
よ
る
と
海
に

降
る
こ
と
-

が
自
1-1
な
北

海
通
の
河
川
に

於
て
は
生
後
滿

一
年
を
經
過
し
て

一
同
越
冬
し
た
稚

e一の
内

、
雌
a
'
は
一一一一一一ど
け
の
頃
舉
つ
て
海
に
降
り
、
雄
前

一は
そ
の
一

半
が
淡
水
性
と
な
っ
て
河
に

止
ま
り

、
他
の

一
半
が
降
海
性
を
一
帶
び

て
海
に
降
る
の
で
あ
つ
て
'
河
に
止
ま
る
の
が
ャ
マ

べ
降
海
性
を
帶

び
た
雄
雄
が
銀
'…1ー
ヤ
マ

べ
で
あ
る
と

。程
館
の
雅
角
、が
降
海
性
を
帶

び
た
銀
…-ー
ヤ
マ

べ
に
な
る
と

、
体
側
の

:一相
国
M
1

-
-

t
i
-一が
次
第
に

淡
く
な

り

、
背
-llf
の
先
端
が
漆
黑
に
な
る

。一
九
〇
二
年
に
ジ
n一ル
ダ
ン
博

士
が
青
森
で
入
手
し
た
程
一
解
の
幼
一川
は
一一一 :::
始
の
先
端
が
黑
色
で
あ
つ

た
と
記
一戦
さ
れ
て
一eb
る
が

、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
銀
毛
ヤ
マ
べ
で
あ
つ

予
は
管
つ
て
ジ

一-
ル
ダ
ン
博
士
と
の
共
著
者
で
あ
る
ハ

ツ
プ

ス
と

共
に
数
日
を
過
し
て
前
記
の
報
文
に
開
す
る
經
総
を
一一ar
に
し
た
～:
と

が
あ
る
が
'
-一 :

ツ
プ
ス

は
次
の
如
く
云

，一てゐ
た

。

「日
本
産
の

一一l一解
族
を
研
究
し
て
そ
の
學
名
を
是
正
す
る
こ
と
は
中

i

困
難
で
あ
る
c

一-一一も
す
れ
ば
誤
斷
を
惹
き
起
し
易
い
か
ら
自
分

は
之
に
手
を
染
め
る
の
を
好
ま
な
か
つ
た

。一九
二
二
年
に
ジ
ョ

ル
ダ
ン
博
士
が
日
本
で
探
集
し
た
無
類
の
・一一L一定
を
委
躍
さ
れ
た
際

マ
ツ
ク
グ
レ

ゴ
ー
ル

と
一一一ふ若
い
男
が
ス
タ

ン
フ

オ
ー
ド
大
學
で

米
國
の
歸
を
研
究
し
て
一eb
た

。そ
こ
で
そ
の
列
に
館
難
の
一一n
．

定
を

押
し
っ
け
て
自
分
は
資
任
を
免
れ
た
わ
け
で
あ
る

。學
識
の
足
り

な
い
一一一一一 :

者
の
一業
鐵
で
あ
る
か
ら
間
速
4一
だ
ら
け
な
の
は
常
然
で
あ

る

」云
々
o

右
の
直
話
に
よ
り
ど
ぅ
し
て
ジ
ョ
ル

ダ
ン
と
ハ
ッ
プ
ス

の
一一:--一一者
中

に
ジ
ョ
ル

ダ
ン

と
マ
ツ
ク
グ
レ
ゴ
ー

ル
の
名
に

於
て
發
表
さ
れ
た
能

一
解
の
論
文
が
介
在
し
て
-b
る
の
か

一一一
判
つ
た
が

、
そ
の
や
う
な
認
識

不
是
の
學
徒
の
手
に
よ
つ
て
本
邦
の
一學
界
が
税
観
さ
れ
た
一1J

と
は
'

今
に
し
て
思
へ
ば
遺
憾
の
一一Sみ
で
あ
る

。ジ
ョ
ル

ダ
ン

と
マ
ッ
ク

一一一

レnf
ー

ル
に
よ
つ
て
舉
げ
ら
れ
た
極
期
全
部
に
就
て
討
識
す
る
～::
と

た
の
で
あ
ら
ぅ

。そ
の
記
載
を
金
科
玉
條
と
心
得
る
學
者
進
が

、
標

j

B

の
一一::
始
は
黑
色
を
---
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
記
速
し
て
-lb
る

が

、
銀
毛
ヤ

マ
べ
が
海
に
入
つ
て
長
・一「る
に
從
〇

、
背
時
の
黑
色
は

消
え
失
せ
て
始
全
体
が

一一一a:
-一一
-f
次
色
に
な
る

。ャ
マ
メ

も
ャ
マ
べ
も
程
-S

の
幼
a一型
で
あ
る
が

、
体
側
に
散
在
す
る
班
點
が
悉
く
黑
色
で

、
側

線
に

一一m
ひ
微
か
な
紅
條
を
認
め
得
一一0一制が
そ
の
特
徴
で
あ
る

。

一一一一一一u
随
一は
-
口

來

一一一一一一一一測
に
一一使一 :-1一
せ
る
小
型
の
範
一で
、
湖
:

-
:

-一一はそ
の

成
布

一に
続
の
字
を
あ
て
・

、
-

ァ
メ
ノ

ウ
ヲ
と
呼
び

、
そ
の
幼
角
'を
ァ
マ

ゴ
又
は
ァ
メ

ゴ
と
呼
ん
で

一0
る
o

木
一0
M
:

川
で
河
館
と
呼
ん
で
-b
る
の

は
本
誠
が
降
海
性
・一一・一帯
'---
:一て
伊
勢
湾
に
出
で
そ
れ
が
産
卵
の
た
め
溯

上
し
た
も
の
で
あ
つ
て

'
体
側
の
黑
斑
は
全
然
消
え
失
せ
て
一eb
る

。

本
截
の
幼
a
、は
体
側
に
ャ
マ
メ

と
同
じ
精
国
形
の
黑
班
が
あ
る
上
に

鮮
か
な
朱
點
が
散
在
し
て
ゐ
る
點
が
そ
の
特
徴
で
あ
る

。太
平
M
:一 :
に

産
す
る
オ

ン

コ
リ

ン
カ
ス
:

属
の
も
の
・・一一
幼
布

一で
体
側
に
:一一一一一f一が
現
は

れ
る
の
は
本

一-illf
以
外
な
く
'
こ
れ
が
遺
傳
的
特
異
性
で
あ
る
こ
と
は

予
が
壓
々
述
ぺ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
:一一一に
は
そ
の
點
を
補
し
〈
述

べ
な
い
～:
と
に
す
る

。本
載
が
河
川
の
上
流
で
陸
封
さ
れ
る
と
・一一一一一一一

英
他
幼
・M
-一の
使
の

一0一で
成
熱
す
る

。之
は
標
解
系
の
ヤ
マ
メ

と
相
對

i



的
の
も
の
で
'

一
般
に
ァ
マ

ゴ
と
呼
ぶ
o

中
國
筋
の
ヒ
ラ
ー

一一
、
九
州

の
H

ノ
ハ

は
凡
て
同

一
物
で
あ
る
o

ャ
マ
メ

と
ァ
マ

ゴ
の
分
布
區
域
に

制
然
た
る
境
界
が
あ
る
～:
と
も

一一一Sに
應
-一一述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
細
識
し
な
い
こ
と
に
す
る
が

略
言
す
れ
ば
期
操
以
東
相
一
組
一灘
以
北
の
太
平
洋
に

注
・
ぐ
諸
河
川
並
び

に
目
本
海
に

注
・
ぐ
北
陸
山
陰
の
一前
河
川
に
一
楼
・一 :-一一す
る
も
の
は
凡
て
ヤ

マ
メ

で

、
統
根
以
1

四
に

於
て
太
平
洋
に

注
〈-
河
川
に
:

M一一:一す
る
も
の

は
凡
て
ァ
マ

ゴ
で
あ
る
o

予
が
多
年
-llf
益
し
た
細
果
で
は

、
本
邦
の
河
川
に
陸
封
さ
れ
て
-b

る
--離
の
類
に
は
繰
一随一系
の
ヤ
マ
メ

及
び
ャ
マ

ぺ
と
一nル
一n種
館
系
の
ァ
マ

ゴ
以
外
に
は
異
な
っ
た
極
期
は
-b
な
い
の
で
あ
る

。

以
上
略
記
し
た
:

…一一一一 :

-一を
薬

礎
に

し
て
ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
マ
ツ
ク
グ

レ
ゴ
ー
ル

の
報
文
を
檢
討
し
て
見
や
う

。

二
'
種
名
の
検
討

ll

-;〇
-

、or i
「--
、-l一一'．s
、--
o
dlr
r一、．s
J
〇
R
D

-
-一一一
M
C
G
R
E
G
〇
R

．

〇

Mo
、--y
M
im
1

，
、」一一一e--a一一、一，''-一一、．s
J
〇一，． I
）A一一一一-
-

S
-

M
C
G
R
E
G
〇
R
-

M
e
m
．Ca
r
ne
9

．M
u
s

．
-

Vo
-

． l
0
-

・
1
9
2
5
-

No
．2
-

P

． l2
7
-

P
-

．5-
f
i

9

．2-
P
l

．8-
f
i

9

．4
j

La
k
e

Ha
k
o
ne

．

〇

．rl-
o
du
ru
．s

に
開
す
る
ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
マ
ツ
ク
グ
レ

ゴ
ー
ル

の
記
事
中
に

'
一
九
一
三
年
に
ジ
ョ
ル

グ
ン
及
び
ト
ン
プ
ソ

ン

の
共

著
と
し
て
發
表
し
た
日
本
-f
布

識
の
報
文
中

一一一一）1一一一一'-o-
1

一
、一一一一'1一一、'， 一一一一-s

l
-

l
-
-

-
．s
o
u
と
し
て
日
示
し
た
も
の
は

（M
e
m
．Ca
mc
9

．M
u
s

．一6
-

P

．2l

一一P-
．24
．fi
9

．一一一）本
誠
の
来
熟
一一a一・一一一、であ
つ
た
と
訂
正
し
て

あ
る
が

、
該
標
本
は
應
々
発
一一一一一S一を移
殖
し
た
～:
と
の
あ
る
中
宮
祠

湖
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
訂
正
は
正
し
い
と
m一一一
ふ

。

次
に
ス

タ
ン
フ

オ

ー

ド

大
學
所

設
の
越
後
直
江
一一W一一一出の
一
解
も

〇

． l，、一一一一一一一a-一、一一、一一sで
あ
る
と
斷
じ
て
あ
る
が

、n
:

本
海
方
面
に
一発
世
館

が
e
る
管
が
な
い

。從
つ
て
こ
の
同
定
は
課
斷
で
あ
る

。

'

）R
T

）

．Sa
-m
o
Ma
s
o一u
B
l

-

uv
o
o
R
T
-

E :

x
P

．Ja
P
a
n
-

l
8
5
6
-

P
・
2
7
5

P
-

．9
-

f
9

．2l
H
a
k
o
d
a
te

．

程
解
:
が
本
邦
の
特
産
誠
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
之
を
學
界
に
報
告

し
た
の
は

B
R
Ev
〇
〇
R
T

（ l
8（
i

5

）
で

、
ぺ
ル
一y
の
艦
船
が
◆a
館
に

投

一銚中
手
に
入
れ
て

一n一生し
た
そ
の
着
色
国
を
基

:

確
と
し
て
記
破
し

た
の
で
あ
る

（べ
ル

リ
日
本
前
間
記
學
術
報
告
の
部

）。

と
～:
ろ
が
日
版
に
は
そ
の
a一
名
を

．Sla一一一、一o一ma
．fos
-

:

と
記
し
て

一0

一〇

本
截
は

一
九
二
二
年
十

一
月
二
十
日
置
の
湖
で
漁
獲
さ
れ
た
休
長

二
〇
'
二
一・n

l一一'の成
熟
せ
る
雄
一 :

M一一一を
タ
イ
プ
と
し
て
記

一一M一し
た
-b
の

で
あ
る

が
、
予
が
手
許
に
あ
る
一一一一一一一一一測
産
の
一n一一一一者一一解
観
布

一と
比
較
し

て
見
る
と
，
形
態
的
特
徴
が
全
然
同

一
で

、
～:
れ
は
一一一一一一a…一湖
か
ら
渡

の
湖
へ
移
效
し
た
一一一一一一一一一一m一を
記
般
し
た
も
の
で
あ
る
～:
と
を
疑
-
餘

地
が
全
く
無
い

。

一一一一の
測
へ
一一一一一一一一測
か
ら
測
産
の
館
一を
移
し
た
一1
，J

と
は
度
重
な
つ
て

-lb
る
の
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
子
採
を
抽
へ
て
記
破
し
た
と
一一一ふこ
と

に
何
等
の
不
思
議
は
な
い
が
'
そ
れ
が
學
界
来
知
の
-llf
劃
で
あ
る
～:

と
を
知
つ
て
新
た
な
以
一・
名
を
興
へ
た
こ
と
は
機

一=一'を
得
た
る
出
一一一一一一で

あ
つ
た
と
恩
ふ

。從
來
一一一一一一一u一解
と
理
解
と
は
同

一
載
で
あ
る
と
考
へ

ら
れ
て
一elb
た
の
で
'
発
一一一一一一配
に
附
す
ぺ
き
學
名
が
無
か
つ
た
の
で
あ

る

。一n
我
の
功
名
の
期
で
あ
る
が
-llf
の
湖
の
特
藤
極

（度
の
湖
に
解

の
特
産
極
が
一eb
る
警
が
無
い
～:
と
は
一f一一一孤・の
一構
由
一一一が
之
を
確
證
し
て

e
る

）と
し
て
新
學
名
を
興
へ
ら
れ
た
も
の
が
一一一一一那
一一一一的一で
あ
つ
た
が

た
め
に

'
在
來
學
名
が
無
か
つ
た
発
一一一一一9- :n一一び
に
そ
の
陸
封
種
で
あ

る
ァ
マ
ゴ

、
t一ノ
一ハ

等
が
〇
-

K
o
、--y
-

M
i
a
s
r
-
o
da
、-ls
s

と
一一一・・一一一a j

名
を
一一m一得
す
る
こ
-
-

．-

-

な
つ
た
0
で
あ
る

。

る
に
も
拘
は
ら
・

ず
本
文
で
は
學
名
が
一Sa・一一一一一一一一o
o一一，・'1
e
-

一一一一a
4
l
・s
'

と
な
つ

て
一e
る
o

後
者
は
〇
ac
o
r
fy
l

「-as
f
sc
ia
ミ
ー
se
ia
の
異
名
で
あ

る
か
ら

、
程
解
の
學
名
と
し
て
は
ma
．s・o
u
が
適
用
さ
れ
た
頭
書
の
都

呼
が
あ
て
は
め
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
o

故
北
原
多
作
氏
は
管
つ
て
本
前
i

を
検
討
し
て
日
示
さ
れ
た
親
魚
は

初
一一一 :一一の
一B一溯
河
藤
卵
せ
ん
が
た
め
海
岸
に

近
一つ
い
た
標
解
で
あ
る
こ

と
を
指
描
さ
れ
た
が
'
ぺ
ル
リ
の
艦
隊
が
一国
館
に
錯
を
入
れ
て
e
た

の
が
五
月
の
一c
と
で
あ
る
か
ら
北
原
氏
の
所

識
は
正
し
い
と
思
L
i

。

尚
B

一一一Evoo
R
T

の
報
文
中
に

，S
a
-一一一一一一-一一一ly
o
u
n
9

と
記
し
て
体

側
に
黑
一9
-
一一m国
一一一一が
並
ん
で
e
る
解
の
:

期
一・一一・が記
戰
さ

れ
て

一e
る

が

、一こ
れ
は
確
に
ャ
マ
べ
で
あ
つ
て
前
者
と
別
截
で
あ
る
と
見
做
す

ぺ
き
も
の
で
な
い
o

一
九
〇
二
年
に
ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
ス

ナ

イ
ダ
I
が
發
表
し
た
邦
産

一一l j一解
族
の
研
究
報
文
（P
r
o
c

．U
．S・
N
a
t

．M
u
s

．
-

2
4
-

P

．57
l

）

中
に

〇
ac
o
r
-ly
ae
fz
a
s

mas
o
u
と
云
ふ
名
を
附
し
て
青
森
で
入
手

し
た
標
本
の
国
と
記
破
と
を
掲
げ
て

一e
る
が

、
こ
れ
は
体
一
解
が
側
線

に
添
ふ
て

一
九
〇
救
あ
る
か
ら
標
解
で
は
な
く
て
a一太
解
で
あ
る
o

此
の
日
が
標
解
で
あ
る
と
し
て
各
所
に

-
用
さ
れ
て
e
る
の
は
a一 :
I

'一一

一一



a 九 十  二 第 年 八 第

し
き
極
み
で
あ
る

。～:
の
報
文
中
に

示
さ
れ
た
靑
森
で
入
手
し
た
石

狩
川
産
の
も
の
4
願
機
晶
と
一一一'ふ
の
は

一e一地
か
ら
推
し
て
標
難
ら
し

く
思
は
れ
る

。日
光
大
谷
川
か
ら
も
一
尾
を
一
獲
た
と
あ
る
が
'

～:
れ

は
疑

一 :- :一
も
な
き
ャ
マ
メ

で
あ
つ
て

〇

．-、-a
．s（-一一一一一-一あ
る
～:
と
は
制
速

a
が
な
い

。

と
こ
ろ
で
ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
マ

ツ
ク
グ
レ

ゴ
ー

ル

の
報

文
に

於

て

は

、
S
に

述

ぺ
た
--f「り
Ss
-
-

、～（-一
一一一一一一一e--．s- :

-
一一一一一B

RE
V

（X
、
-

R

「
を

（--
）1s
1

'o
一一一、4
、一・-、-
、一z1一、．s・4・
f
f
a
の
異
名
と
し
て
取
扱
〇

N
a
m
e
o
ー

一a
v
c
r
y

b
a
d

o
ra
:

u
in

9

と
一一一一一一 :

l
:

を
加
へ
て
ゐ
る
が

、
こ
れ
-
-

。一E一と
見
る
か
ら

b
a
d

d
-

'a
-
-
' i

一一9
な
の
で
あ
つ
て

、-捜
館
と
見
れ
ば
該
同
は
決
し
て
不

完
全
な
も
の
で
な
い

。捜
館
と
一一M
-一と
を
同
一
識
と
見
做
す
が
如
き
は

亂

一一一一一の
概
で
あ
る

。
～:
の
點
だ
け
を
取
り
上
げ
て
見
て
」・一，--一一一一報
文
内

容
の
不
正
確
さ
が
期
は
れ
や
う

。

S
'に
述
ぺ
た
通
り
ャ
マ
メ

も
ャ
マ
べ
も
將
又
銀
毛
ヤ
マ

べ
も
凡
て

程
館
一と
同

一
系
統

の
も
の
で
あ
る

。依
つ
て
そ
れ
等
の
學
名

も

〇

一一eo
、-
-f

-
-c

-lrs

一一一．-l

-
-

-

．
s
o一一-
を
適
用
す

ぺ
き
で
あ
る
こ
と
は
一一一ふま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が

、
そ
の
音

S
a

4
-mo
fo
、-m

osa
l
m
s

と
一一一

ふ
學
名
を
興
へ
ら
れ
た
務
純
大
中
溪
産
の
能
が
ャ
マ
メ

で
あ
る
こ
と

と
一一=
記
事
が
あ
る

。し
て
見
る
と
明
治
十
年
以
後
に
は
解
の
養
一一m

事
業
が
そ
の
精
に

つ
き
か
け
て
一eb
た
や
う
で
あ
る
が

、
発
世
湖
の
總

が
初
め
て
中
富
一祠
湖
に
移
取
さ
れ
て
開
一果
に
そ
の
麥
を
現
は
し
た
の

が
明
治
十
五
年
の
～:
と
で
あ
る
か
ら

、
明
治
十
二
'
三
年
の
一9一に
横

演
市
場
に

一一一一一種
一解
が
現
は
れ
や
う
と
は
考
へ
ら
れ
な
い

。ギ
n

ン
テ

ル
の
記
載
と
圖
版
と
を
考
在-
し
て
見
る
と

、
そ
の
特
微
の
凡
て
が
ャ

マ
メ

の
そ
れ
と

一
致
す
る

。且
つ
又
休
側
に
米
離
が
あ
る
～:
と
を
少

し
も
表
現
し
て
な
い
點
か
ら
考
へ
て
見
て
も
、
そ
れ
が
ャ
マ
メ

即
ち

〇
-一、o、--zy

-
-cfe

7
l

s
1
-一一一a．s-o
-一一
で
あ
る
こ
と
は
疑
〇
を
容
れ
る
除
地
が

無
い

。
故
北
原
多
作
氏
は

， S-
-

一一一一一一、-o一
mae
・一一一、一一一．s-一一om

a
J

，は
〇

．

m
a

．

so

一一一一
と

同
誠
で
あ
る
と
一-
定
し
た
が

、
ギ
n

ン
テ

ル
の
記
載
し
た
の
は
南
日

本
で
ァ
メ
ノ

ウ
プ

と
呼
ん
で
-b
る
館
の
陸
封
一a一一であ
る
と
述
べ
て

ゐ

る

。し
て
見
る
と（::
）．、--od

a
ru
s

と
呼
ぶ
べ
き
競
を
北

原

氏
は

〇

．

m
a
s

一一一2e一
と
誤
認
し
て
上
記
の
断
樂
を
下
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら

予
が

〇

．

m
a
L

、ros
-一一一一一一slu

s

:

t

〇

．ma
．s・o

-

l
-

一
の
異
名
な
り
と
斷
一

「-
:

る

の
と
は
そ
の
根
本
が
異
な
っ
て
-b
る
o

即
ち
予
は
ギ
n

ン
テ
ル

の
記
一

載
し
た
の
は
ャ
マ
メ

で
あ
る
～:
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
北
原
氏

一二

を
昨
一一一一一一予
自
ら
そ
の
原

一一座
地
を
船
査
し
て
確
む
る
と

と
が
出
來
た
の

で

、
本
前
iEf-
の
分
布
區
域
が
案
外
に
廣
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に

な
っ
た

。
3
・
〇
-
2
-

、〇r-
一一一、一、-～
、-W ls
ma一一'l一
、'o
l

S
-
一一〇

m
lr
S

（GU

-

．
Z
'T
H
E
-
～

-

，

Sa

'1一一一一一一一，o
ma
、、-osfo

m
us
G
U

:N
T
H
E
R

-C
ha

一一enge
r

R
e
P
t

．．

l
-

1

oo
8
0
-

I

）・
7
1
-

P
-

．3
l

，
f
i

9

．8j
Y
ok
o
ham
a
m
a
rke
t

．

一一一一・M
-一は
一
八
八
〇
年
に

刊
行
さ
れ
た
チ
ヤ
レ

ン
ジ
ャ
ー

報
告
第

一

卷
に

ギ
r一
ン
テ
ル

が
記

:

-

M
l

na一表
し
た
も
の
で

、
同
版
に
は
体
側
に

黑

色
補
国
形
の
幼
角
、紋
と
黑
點
と
が
存
在
す
る
ャ
マ
メ

の
班
要
が
一一一一一せ
て

a
る

。一一一一一種
本
は
横
一一…一一・川・場
で
手
に
入
れ
た
と
記
る
し
て
あ
る
が
'

そ
の
も
の
は
成
を
割
い
て
内
職
を
取
り
除
い
て
あ
っ
た
の
で
解
割
的

特
微
は
一小
明
で
あ
る
と
的
記
し
て
あ
る

。

一
八
八
〇
年
と
一一一へば
明
治
十
四
年
の
～:
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

報
一生一 :が
刊
行
さ
れ
た
年
で

一0
る
か
ら

、
横
演
で
該
標
本
が
入
手
さ
れ

た
の
は
そ
れ
よ
り
更
に
以
前
の
～:
と
-
・-

推
し
て

:n--
し
か
ら
う

。と
こ

ろ
で
・

商
い
記
難
を
見
る
と
'

「明
治
十

一
年
滋
賀
縣
一捷
一一一一一一湖
'm一坂国
那
熊
谷
村
に
一一一一一一一一，場
を
新
設

し
'
一一一一一那
一一湖
藤
解
の
人
工
解
化
を
行
一一一一一一一一一・一M一を
湖
水
に
放
流
す

」

は
そ
れ
を
ァ
メ
ノ
ウ

ヲ
で
あ
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
o

で
あ
る
か
ら

〇

．

m
a
so

zs

の
異
名
な
り
と
新
じ
て
も
一用
者
の
根
本
義
が
禮
し
く
相

速
し
て
-b
る

。

．

E
中
茂
穂
博
士
は
日
本
動
物

圖

鑑
二
七

九
買
に

ャ
マ

メ

を

（::
）．-、ミrosfom

u
s

に

同
定
し
て
程
難
と
は
別
-E重
で
あ
る
か
の
如
く

記
破
さ
れ
た
が

、
ギ
ュ
ン
テ
ル

の
入
手
し
た
も
の
が
ャ
マ
メ

で
あ
る

ifi

か
ら
出
發
し
て
然
く
斷
・

ず
る
～:
と
は
至
営
で
あ
る

。然
し
更
に

一

歩
を
進
め
て
そ
れ
が

〇::
）・一一一--一一一s-一一一一一一で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
な
け
れ
ば

不
俯
で
あ
る
と
思
ふ

。序
で
に
記
る
し
て
置
く
が

m
中
博
士
は
現
今

で
は
標
館
も
一一一一一一一M一解
も
ャ
マ
メ

も
ァ
マ

ゴ
も
凡
て
同

一一前一で
、
然
も

夫
等
は
ギ
ン
マ
ス

と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
へ
、
ギ
ン
マ
ス

の
公
定

學
名
で
あ
る

〇
-一、o、-Zly

-
-c

ias
il

's
ミ
ー

、-
を
却
け
て
他
の
何
人
も

が
認
め
て
ゐ
な
い

S

z
0
-

、-o

m
'ht

fs

、-l'f
s

、一一WA
LB
A
U
M

と
一M
ふ

學
名
を
こ
れ
に
あ
て
は
め
て
一

e
l
b

る
の
で
あ
る
o

標
館
が
ギ
ン
マ
ス

と

同

一
極
で
あ
る
と
云
ふ
事
に

對
し
て
も
異
論
百
出
で
あ
ら
う
し
、
ギ

ン
マ
ス

の
學
名
を
更
改
す
る
～:
と
に
對
し
て
も
賛
成
者
は
少
な
か
ら

う

。同
博
士
の
論
據
は
我
等
と
は
全
然
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら

'
本

稿
に
は
～:
れ
以
上
国
中
博
士
の
所
識
に
は
9
れ
な
い
一c
と
に
す
る
o



担
て
ジ
ー

-

ル

ダ
ン

及
び
マ
ツ
ク
グ
レ
r
ー
ル

の
報
文
を
見
る
と
'

本
邦
西
南
部
地
方
の
河
湖
に

一座す
る
ァ
メ
ノ
ウ
ォ

、ァ
ー
-

ゴ
又
は
ェ

/

ハ

と
呼
ば
れ
て
-b
る
も
の
を

〇

． lnac

、o．s--一om
as

に
同
定
し
て

あ
る
が

、一既
に

述
ぺ
た
通
り
体
側
に
朱
點
が
散
在
す
る
ァ
マ
ゴ

、エ

ノ
ハ
等
は
発
種
館
の
幼
・一M一型
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら

、

そ
れ
等
を
〇

．

r

-o
da
rus

と
區
別
す
る
の
も
不
合
理
で
あ
る
し
、
ャ

マ
メ
に

興
へ
ら
れ
た

〇

．
-

-
一一一一a一e・一，・一oslo

l

m
u
s

を
そ
れ
等
に
轉
用
す
る

～:
と
も
一誤
り
で
あ
る

。該
著
者
等
は

一0

．mae
-
1
一・・一o一
．s・一一一一一一一一一一一一一一一s
と

〇

．

、--o
d

zrras

と
は
鱗
和
が
全
然
速
ふ
と
述
べ
て
-ib
る
が

、
第
八
版
第

八
圖
と
第
九
同
と
に
示
さ
れ
た
鱗-
は
共
に
群
馬
解
粧
川
産
の
も
の一
・・・-

一
瞬
で
あ
つ
て

、
純
然
た
る
ャ
マ
メ

の
鱗
相
を
現
は
し
て

一e
る

。産
地

か
ら
云
つ
て
も
そ
の
鱗
相
か
ら
一一一つて
も
之
は
紛
れ
も
な
い
ャ
マ
メ

で
あ
つ
て
ジ
ョ
ル

ダ
ン
及
び
マ
ッ
ク
グ
レ
ゴ
ー

ル
の
取
扱
つ
た
標
本

中
に
は
ャ
マ
メ

と
ァ
マ
ー

と
が
混
在
し
て
-b
る
こ
と
を
證
據
立
て
-』

一e
l
b

る
o

若
し
国
示
さ
れ
た
鱗
相
の
も
の
が

〇

．ma
、

ros
f
o
m
a
s

で
あ

る
な
ら
ば

、
そ
れ
は
明
か
に
ャ
マ
メ

及
び
標
解
の
鱗
で
あ
る
か
ら
'

ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
マ
ツ
ク
グ
レ

ゴ
ー

ル
が

〇

．mao
ro
．s--

一一o
一一一．m-
．s・

な

り
と
信
一「・:る
も
の
は

〇

．-一一一za

．

s

・一一一一一一で
あ
る
と
一一一つて
よ
い
o

然
し

〇S
ro
rfy
sM
f

zas

l
'

s
fS

'ia
W
a
e

J

〇R
D
A
N

．

a
M
C
G
RE

8R

．
-

Me
m
．C
a
r
n
e
9

．

M
us

．
-

l
0
-

一一一一25
-

P
t

．2
-

P

． l3
2
）
P
-

．6，

f
i

9

． l-
P
-

．8-
f
i

9

．6

．

本
種
は
脇
谷
洋
次
郎
一一一一一が一一一義一一湖
で
採
集
し
た
も
の
を
タ
イ
プ
と

し
て
記
戰
し
た
と
明
記
し
て
あ
る
が

、
営
の
脇
谷
氏
は
自
分
が
送
附

し
た
の
は

一fi-l-
湖
で
抽

一M一し
た
海
に
降
つ
た
ャ
マ
メ

で
あ
つ
て

一一一一一那
一一

湖
の
も
の
で
は
な
い
、

j l
f

地
宮
i--i
と
明
記
し
て
あ
る
の
を
勝
手
に

発

一一一一一湖
と
誤
譲
し
た
の
で
あ
つ
て
之
は
大
き
な
間
速
n
-

:一
だ
と
物
語
ら
れ

た

。降
海
性
の
ャ
マ
メ

で
あ
る
か
ら

一0一始
の
先
端
約
三
分
の

一
が
漆

黑
な
の
で
あ
つ
て

、
タ
イ
プ
の
記
般
に
は
:-a

P
ica

-th
ird
of
d
o
rsa
l

j

et
b

-a
ck

-

P a

-e
r

a
t

bas
e
-

一
と
明
記
し
、一
，J
れ
が
ァ
マ
ゴ
と
の

識
別
點
で
あ
る
と
明
記
し
て
一

e
i
b

る

。但
し
該
標
本
の
体
側
に
自
又
は

一国

著
者
等
が
本
文
中
に
記
速
し
'

て
-b
る
標
本
中
に
は
ァ
マ
，r一
も
あ
れ
ば

ャ
マ
メ

も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら

、
そ
の
執
れ
を
〇

．mo
、r，o‘・fo
mes

に
同
定
し
た
の
か
そ
の

一一a一一一一一一一
が
判
明
し
な
い

。朱
點
の
有
無
分
布
區

域
及
び
一瞬
相
等
を
基
調
と
し
て
著
者
等
が
〇

．mae
・一，・o一
．一一一一om
u
s

な

ll-
と
斷
定
し
た
も
の
を
類
別
し
て
見
る
と
次
の
機
に
な
る
o

〇

．、--
o
d
-一、-7-
s

に
相
邀
な
き
も
の

-llf
の
湖
産
の
も
の

（一
三
四
一n :

）

石
川
博
士
探
集
長
良
川
産
の
も
の

（一
三
四
一員
）

一一一一一都
一一湖
--
琶
湖
大
一一一一一一に
て
一一 :一一一集
せ
る
も
の

（一
三
六
一n
）

和
歌
-
縣
比
企
川
産
の
も
の

（一
三
六
買

一

-l=
路
字
和
島
熊
本
産
の
も
の

（一
三
六
買

）

〇

．

ma
s
ols

に
相
速
な
き
も
の

富
山
調
井
の
も
の

（一
三
六
一国一）

一一9川
産
と
し
て
一
解
相
を
目
示
せ
る
も
の

（第
八
販

）

該
報
文
中
に
ァ
マ
ゴ
は
補
操
以
東
に
分
布
し
て
ゐ
な
い
と
明
記
し

な
が
ら
'一一9川
産
の
ヤ
マ
メ

の
鱗
を
示
し
て
之
を
ァ
マ
ゴ
の
一
瞬
と
し

て
記
述
せ
る
が
如
き

、
そ
の
混
亂
の
:

-
:

世

し
き
に
は
果
然
た
ら
ざ
る
を

得
な
い

。

桃
色
の
小
離
あ
り
-
書
き
添
へ
、
第

一ハ版
第

一
国
に
は
体
側
に
歴
然

た
る
来
點
を
現
は
し
た
個
体
を
示
し
て
-b
る
が
'
タ
イ
プ

に
就
て
の

記
-ll-
は
見
一誤
り
で
あ
・o
，

、
日
版
は
タ
イ
プ
で
な
い
他
の
個
体
即
ち
琵

種
湖
産
の
ア
マ

ゴ
を
描
い
た
も
の
で

、
致
に
も
大
な
る
混
亂
が
潜
ん

で
-b
る
o

本
極
は
ャ
マ
メ

と
呼
ば
れ
て
-b
る
も
の
で

、
ギ
ン

マ
ス
の
近
似
種

で
あ
る
と
記
る
し
て

一e
る
が

、
脇
谷
民
自
身
が
立
證
す
る
通
り
そ
の

タ

イ
プ
は

一lf高
-・--の
降
海
ヤ

マ

べ
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
〇

．-'sfuii

一一一一・a・
-M
、な
る
名
和
は
成
立
し
な
い
o

ジ
ョ
ル

ダ
ン

及
び
マ
一一，ク
グ
レ

r
ー

ル

が
ャ
マ
メ

と
ァ
マ
ゴ
と
を
別
極
と
見
做
し
て
-lb
一一0
ia

は
予
も

亦
賛
意
を
表
す
る
が

、
宮
-lli
-lf
の
も
の
を
タ
イ
プ

と
す
る
〇

． l'．s・一一一一一一'1

iaa

、

a
e

は

〇

．一一一
、-a
．s
-
-
一一一一
の
y

ノ

一一
ム

と
し
て
抹
殺
す

べ
き
も
の
で

あ
る
o

最
後
に

〇

．
l

'
．s・
、一一一一一一一a
・a一一、ae
と
し
て
記
述
さ
れ
た
標
本
を
検
討
し
て

見
る
と
'
数
に
も
亦
投
館
一一系
の
も
の
と
一一一一一一一f一一随
一系
の
も
の
と
が
相
錯

綜
し
て
一

e
l
b

る
こ
と
を
見
出
す
に
難
く
な
い

。一
三
三
一a
l-
に
記
し
て
あ

る
一i一一一川
、北
上
川

、
常
山

、
北
海
適
及
び
演
田
の
も
の
は
ャ
マ
メ

で

あ
り
，
宇
和
島
'
木
會
川
及
び
熊
本
の
も
の
は
ァ
ー

ゴ
で
あ
る

。
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八

久
．
．

．

雄

一'
結

．
．

言

我
一
團
に
庫
す
る
離
館
鋼
（Sa

一m「on id
a
c
-

）
の
寄
生
一識
・

で
現
今
ま
で

に
明
一
環
に
記
難
せ
ら
れ
た
も
の
は

、
筆
者
の
知
る
所
で
總
数
二
二
種

を
数
．へ
る
-il;
と
が
出
來
る

。英
の
大
部
分
は
一一一一形動
物
に
し
て
吸
鐵

'

類
に
六
m
、
條
識
期
に

二
極

、
線
裁
期
に
六
m
、
動
一頭

一m期
に

二
前

と
英
他
に
原
生
動
物
の
膠
胞
子
a織
期
に
一五
組
'-
識
毛
識
知
の

'

全
-

對
W

（-fo

-otric

一一a）'
に

一
極
が
知
ち
'

れ
て
・一e
る

。こ
．

れ
等
は
最
後
の
識
毛

-a
を
除
く
と
凡
て
内
部
特
生
織
で
あ
．る

。外
國
re
は
外
部
寄
生
識
も

多
数
知
----
れ

一一一一．
」
b
る
が
我
園
に

於
け
る
右
記
の
結
果
は
明
か
に
研
究

の
不
徹
底
を
物
語
つ
て
一eb
る

。館
解
類
の
大
部
分
は
平
常
海
中
に

生

活
し
産
卵
期
に
至
つ
て
・

河
川
に
溯
上
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
海
中

に
生
存
し
て
居
る
面
・

は
外
部
寄
生
一一一一一-b
特
生
し
で
一eb
て
も
河
川
に
湖

上
の
際
魚
体
を
放
れ
る
一一．一あ
ら
う
か
ら
．

、
溯
上
金

一に
は
外
部
寄
生
-a

Fu
J
rrA

と
-f

e

す
る
釣
頭
a
の
．一
種
が
知
ら
れ
て
-b
る

。前
者
は
最

初
支
笏
湖
の
姫
一n一か
ら
發
見
さ
れ
た
線
-ia
で
．

そ
の
大
さ
雄
は
八
●

五

-
二
二
耗
、
雄
一
は
七
-
九
耗
位
に

し
て

、
口
．
部
は
編
'-

，・一…M一一を
な
し
ロ

座
内
に
疆
壯
に

し
て
先
端
が
尖
つ
た
梁
般
突
起
を
備

へ
て

-b
る

。

後
者
は
初
・0
一期
一場

一産
の
サ

ケ

幽
門
垂
か
ら
發
見
せ
ら
れ
た
長
さ
約
三

耗
内
外
の
一一一aで
』
．

oM
o
r
iyn
of

-l
i

．Fu
J
I
TA

-

．、一．lu ・一一一一一一-・a
-
-一一s・

Vm
C
LE
A
m
v
E

等
の
異
名
が
あ
る
o

カ
ラ
フ
ト

マ
ス

別
名
セ

ツ
パ
1l・一一一ス
〇

．

f
S
iu
se
ia

（W
A
L

・

B
A一一M
）
の
解
整
か
ら
は
膠
胞
子
最
の

一
極

a
4o
、-o一、y
:r
-
-

m

oy
ti

9a

ミe

zm
F
u:n
TA

が
知
ら
れ
て
一e

i
b

る
o

～:
の
寄
生
最
の
胞
子

体
は
略
球
形
で
殻
の
表
面
に
多
数
の
隆
起
線
を
持
つ
て
一eb
る

。胞
子

体
は
a
め
て
微
小
で
大
さ
約

一
四
乃
至

一
六
ミ

ク
ロ
ン

位
で
あ
る
o

サ
ケ

一一一一一一::）-一一一一e一一一a
（W

A
LB
A
U
M

）の
一一一-l5に
は

-:P
ia
id
o

、-om

o
-
-c
o
r
iyae
iil

'

FU
f
TA

と
い
ふ
總
蟲
及
び

Zm

'l
ia
ste
r

．
-

a
-mom
's

Y
A
M
AG
U
T

一と
い
ふ
吸
蟲
や

a
M

-
-o

l
r
iya
L

、-Ms

faa

一一一一
M
U
L
L
な
る
釣
頭
-a
並
に
係
-ia
期
の
-一一一一一S'e
・一一一一m

-

-
-
-o

-l

一一一一一
、一um

屬
の
幼
最
等
が
寄
生
す
る
事
が
知
ら
れ
て
-b
る

。

l
l
n D

．

o

--

io

．

r

，-y
a
，

L

、

M

z

は
識
細
な
:一一一一状線
一M
-a
に
し
て
其
の
長
さ
l-
で

一
二
乃
至
一
五

が
少
な
い
の
か
も
知
れ
な
い

。そ
れ
故
-一一一中
に

於
け
る
無
体
及
び
陸

封
型
と
な
っ
た
ャ
マ
メ

、
ァ
マ
-

コ

、
イ
ヮ
ナ

等
を
:

在

意
し
て
檢
し
た

な
ら
ば
'
外
国
の
も
の
と
同
機
必
・
ず
何
等
か
の
外
部
寄
生
----
の
發
見

せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
斷
言
し
て
も
差
支
へ
な
い

。こ
れ
等
の

寄
生
9m

は
一一…化
:

M:
:

特
に

幅
管
内
に
最
も
多
く
・一前
生
し

、
次
で
'

膽 :
'一装

、

一一n、
鹿
・腔
に

多
く
又
n:一一一一一一一一、
筋
肉
内
か
ら
も
知
ら
れ
て
一e
る

。

:

-一一一一一一nは
次
に
此
等
の
寄
生
一識
に
就
い
て
概
識
し

'一
英
の
病
特
作
用

及

び
一
標
．

防
に
開
，レ
て

一一一見
を
述
べ
て
見
度
い

。

'

．

．

二

、
寄
生
a
の
種
類

．．

・

・
．

'一一一一一・
マ
ス

の
陸
封
襲
範
で
あ
る
ヒ
メ
マ
．

ス

（一準者
は
こ
の
角
、の
學

名
を
．

．
．

．

〇
a
4a

「-y
、7

i
f

z
-
～

s
7
-

f
r
-
'a

v
a
r

・
〇
do
m
'S

J
〇

一eA
Z

j1
．
-

，一一一 Ic
（--一I-
，E

:（
i（
）R

と
書
く

）の
一腦
内
．

か
らK
fla
id
o

7
l

・
、ミa
．、一一一一一一' l一一一

（・一一一．u・
，一一一一-．:A-
）・．
と
一一一ふ線
一一一m
と
．4c

・a
ミ
f

ミ
、

P
Z

-
-es

、、--f
o

，

te
i
s

耗
雄
で
四
●

四
耗
程
あ
り

、
洞
-
-
-

一状
を
な
し
て
居
る
口
確
内
の
背
腹

及
び
左
右
兩
側
の
内
面
に
は
各
二
條
の
梁
状
突
起
が
あ
つ
て
そ
の
各

一一'の
中
央
に
は
裂
目
を
持
つ
て
一e

l
b

る
o

～:
の
線
最
は
サ
ケ

の
:

幼
一・一一M一を

犯
す
蠕
-la
期
の
う
ち
で
最
多
数
を
」-
む
る
一組
で

、
英
の
整
だ
し
い
時

は
体
長
六
組
内
外
の
一一M一一一n一に
五
一一一も發
見
せ
ら
れ
る
～:
と
が
あ
る

。

．次
に

動
頭
1la
の
f
‘，fa
ll
'
は
其
の
極
名
の
示
す
通
り
タ
ラ

及
び
ス

ケ

ト
ウ

ダ
ラ
の
腦
内
に
も
寄
生
し
て
居
る

。本
寄
生

一題の
分
布
は
一a

あ
て
廣
範
に

し
て
廣
く
世
界
に
分
布
し
'
一一i一米
に
て
は
北
海
及
び
大

西
詳
産
の
カ
レ

イ
類
、
タ
ラ

期
に

寄
生
し

、
歐
洲
に
て
は
チ
ョ
ウ
ザ

メ

か
ら
も
發
見
さ
れ
て
一e
る

。可
成
大
形
な
蟲
で
雄
は
六
〇
耗

、
雄

は
二
〇
耗
程
に
進
し
体
の
前
後
に

一M狭
な
く
恰
も
回
紐
を
見
る
や
う

で
あ
る

。体
は
赤
褐
色
を
一a
W
び
て
ゐ
る

。先
に

も
記
し
た

』ca
1
-

l
一一一
、一e?，

c
e
P
-

S
4u

s
erM
f
o

、一e-ls
l
's

と
い
・一一一一到
一頭
識
が
サ
ケ

の
一一一一一一M一に
寄
生

す
る

。毎
年
五
、
六
月
B一に
札
幌
附
近
の
小
河
に

接
む
サ
ケ

の
稚
角一

に
は
一c
の
線
蟲
が
普
通
に
感
染
し
て
見
ら
れ
る
と
い
ふ

。そ
し
て
こ

の
温
の
中
間
病
主
は
ト

ビ
ム

シ

Gam
-一一-a
4a

s

で
あ
る
と
一一一はれ
て

e
る
が
御
確
資
な
實
驗
的
證
明
を
缺
い
て
e
る

。尚
同
所
の
サ
ケ

の

稚
・一一一一、の脇
管
に
はa

reP M
o
sfom
u
ls

．

s

'a
-m
om
's

FU
J

-TA

と
い



t
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イ
ト

ウ

Mr
、flo
f
e
r:ry
l
'

（B
R
Ev
8
R
'r

）
の
胃
に

は

』要
一a

．
-
-

）-一一一一、・一・一一一一、-
'

（F
u
J
I
T
A

）と
い
ふ
吸
識
が
寄
生
し
て

一e
る

。本
吸

一通は
英

の
長
さ
約
二
乃
至

一
〇
耗
位
の
長
精
国
形
を
呈
し
た
一通
で
あ
る

。

英
他
外
國
に
て
は
尚
多
數
の
寄
生
識
が
知
ら
れ
て

一e
る
か
ら

、
我

國
の
難
節
期
も
今
後
の
研
究
に

よ
つ
て
益
一一一一前一数
の
增
加
す
る
で
あ

ら
ぅ
事
が
期
待
さ
れ
る

。

ァ
ュ
は
サ
ケ

科
と
見
做
す

^
が
あ
る
が
'
筆
者
は
ァ
ュ
科
P
-

e
c
o

，

9
-

o
s
s
i

d
a
c
を
別
の
獨
立
し
た

一
科
と
す
る
J
o
-

u
）A
N
，

及
び

Mc
l

G
R
E
（1（
）一一兩
氏
に
從
4
爲
此
産
で
は
除
外
す
る
こ
L一J

''一し
た

。

三
'
病

害

作

用

以
上
概
識
し
た
二
二
一前
一の
客
生
識
の
う

ち
で
直
接
人
体
と
開
係
を

持
つ
て
一e
る
識
は
マ
ス

の
:

一M一肉に
・一前生
の
額
節
製
頭
係
強
唯

一一前
一で

あ
る

。こ
れ
は
人
間
が
こ
の
幼
通
を
病
し
て
一e
る
マ
ス

の
:

tm
肉
の
生

食
に
由
つ
て
感
染
す
る
も
の
で

、
主
と
し
て
人
脇
内
に

寄
生
し

、一相

化
器
障
害
を
起
し
、
又
病
病
'一一一 i
心
、
食
慾
不
振
を
來
し
W
・一一神
経

性
の
障
審
を
も
生
・
ず
る

。又
:

整
だ
し
い
時
は
裂
一期
係
識
性
費
血
と
呼

ば
れ
る
經
性
の
費
血
症
を
も
起
す
恐
る
ぺ
き
・一一一一生
識
で
あ
る
o
-

1

J

の

幼
識
は
一
願
る
抵
抗
力
が
弧
く

、
聽
演
'
一燃
内
又
は
・一一一一一一一一とな
つ
た
一一一一一

一…n:f
'
勝
及
び
腹
確
'

に
・

-一見
ら
れ

、成
範
な
寄
生
場
所
を
一 :， iめ
て
-lb

'

る

か
ら
そ
の

整
要

‘
-

は
餘
程
大
き
い
も
の
だ
と
想
像
せ
ら
れ
る

。主
と
し

て
膽-
怜
-
寄
生
す
:

る
膠
胞
子
識
は

、
膽 :
脊
に
充
浦
す
る
時
'
は
納
化
液

の
流
出
を
的
将
し
・

又
略
-l-
を
構
一一m一一一し
て
食
物
の
納
化
を
一一一 :す
る

。浮

装
に

寄
生
す
る
'

も
の
'

は
左
程
に
:

-
～一 :i-を
興
へ
な
い
様
で
あ
る

。一眼
'腔
や

筋
肉
中
'

に
寄
生
す
る
も
の
は
納
化
管
を
'

勢
通
し
て
央
々
そ
の
寄
生
場

所
に
一読一る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
爲
に
浦
化
管
昨
f
'

に

興
へ'
る
機
械
的

の
一一一一r，能一
は
割
合
・

に
少
な
い
も
'

の
で
あ
る
o

e
一期
の
内
部
寄
生
裁
に
よ

る
被
・一一一一 :
ll-
そ
の
有
一r;
代
洲
物

一nの
性
一一一 :'
、や
一一-
取
さ
れ
る
集
一一一一一一の
多

一操

で
决
定
さ
れ
な
け
一一一一一一一一一
-1-
ば
な
ら
'

な
い
a

然
し
我
々

が
通
常
考
へ
る
程
築

養
の
一--一一取
は
影
響
-

・

る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い

。:- l
M一・一川一を
解
割
し
て

見
る
'

と
案
外
築
養
の
良
好
な
の
に

--l-
く
程
で

、
数
一-一の
審
生
識
に

-h

つ
て
， :

-

一一一一養?
-・
良
を
來
す
こ
と
は
ま
づ
無
い
と
い
っ
て
よ
く
、
被
一一・一 :
の

原
因
は
事
ろ
前
者
の
有

一一一・代
商
物
一一 :---fの
排
出
に
山
る
の
で
あ
る
と
思

は
れ
る
o

そ
し
て
こ
れ
等
の
客
生
・
…一M
の
'一前'
生
率
及
び

一
尾
の
'

a一に
客

生
一-
ス
、一識
体
数
の
多
少
は
一一一・．大
な
意
味
を
有
す

る
も
の
で
あ
る

。
た

と
ひ
-ll-
險
・一一:一場
所
に

特
生
し

一一一0
て
も

一期が
-lli
一
、

二
一ル」
で
-一一一…
は

l

-一・?-一一で
あ
る
が

、
一一体数
が
一一 :一一一一，・、し
く
增
加
す
る
時
は

:

-
:
:一一一の :

-一…一の
'

生

一一一一

肉
中
に
も
生
存
し
て
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

、
又
一一用:
ど
・
衡
政
し
た
・一一一一

肉
中
で
も
性
全
な
幼
ila
を
見
る
場
合
が
あ
る

。

次
に
此
等
寄
生
-ia
に
よ
ー

る

一一M一体
自
身
の
被
害
で
あ
る
が
'
-

，・J

れ
は

な
か

く
難
か
し
い
間
題
で
あ
つ
て
未
だ

一
向
わ
か
つ
て
一eb
な
い

。

ま
一づ
被
害
の
有
無
を
推
測
す
る
最
も
重
要
な
手
が
・一・
り
は
寄
生
趣
の

極
類
と
寄
生
場
所
で
あ
る

。内
部
寄
生
-ia
は

一
般
に
外
部
寄
生
一一一aに

比
較
し
て
被
害
が
少
な
い
や
う
で
あ
る

。難一解
類
の
寄
生
-la
が
大
部

分

（現
在
日
本
で
の

）内
部
寄
生
識
で
あ
る
こ
と
は
～:
れ
等
の一一一一一、に

と
っ
て
幸
な
こ
と
で
あ
る
が

、そ
の
代
1--
内
部
寄
生
-llf
は
撰
滅
の
方

法
が
容
易
で
な
い

。脇
内
の
吸
-la
は
他
の

一一一・識に
比
し
て

一一一一一 :
が
少

な

い

。最
も
有
特
な
の
は
線
識
期
で
あ
ら
う

。内
部
寄
生
一識
の
う
ち
で

も
腹
腔
や
消
化
管
に

寄
生
す
る
も
の
が
最
も
有
害
な
も
の
だ
と
考

（

ら
れ
る

。此
等
の
寄
生
識
は
直
接
に
榮
養
を
率
取
し
又
有
害
な
代
謝

物
質
を
排
出
す
る
か
ら
で
あ
る
o

寄
生
-la
の
一一組
類
に
よ
つ
て
は

一
局

部
に
限
つ
て
寄
生
し
て
一eb
る
も
の
と
、
又
割
合
に

一四範
国
に

互
つ
て

寄
生
す

る
も
の
が
あ
る

。小
脇
の
下
部
・一〈脇
に
限
つ
て
容
生
す
る
も

の
が
あ
る
と
す
れ
ば

、
～::
れ
等
は
消
化
管
の
う
ち
で
も
最
も

一n
險
の

少
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ

。'一一一・
ワ
ナ

0

（--

．一
、．s・-
i

dz
f
o
h

．sa
-

，v

、Z--
l

一は

命
を
-
通
害
す
・

8
・

に

率
る
も
'

〇
で
か
る
e

例
・

ぺ

ば
前
記
の
'

〇
ミ
ー

・'

（
，a、o--一-l
's

-

一・一一一一一一一一一o
、一一'-

1・a
-
-
-

-

は
比
較
的
被
--tf
の
少
な
い
浮
斑
内
に
寄
生
し

て
さ
・

へ
そ
の
多

要
故
1lー

ル
至

'

数
f
）を
病
f
時
は
-iiM
に

:

，
:

-

-一の

一個主
魚

を
一発
す
に
至
る
と
云
ふ
o

又
札
幌
附
近
'

に
於
け
る
調
益

．
～一儲果
に
據

れ
ば
生
後
-llf
か
に
数
・一?，
l-1
に

足
ら
な
い
サ

」一一一． 'の
一一一一一一M一
（四
-
五
一一一n
内

外

）
に

-a・e
f
～
'
?（
-
-

．
1

=
-

-
-
-

一一一-1一一一一・一一-
一一一、，
．．，
-

-

（・・a
、一fflM
、、ffla
Z一一一s一及
び

'

a
、-'
-

-一一‘

Ze
-

、ミ
s

（f
）'
等
の
寄
生
離
裁
が
極
め
て
多
数
に
寄
生
し

一'
驚
に
做
す

る
と

:

-
・一ふ。故
に
海
中
に
降
下
す
る
に
一-f一
る
ま
で
に
英
の
寄
生
識
の

爲
に
解一'れ一一・一一一一一一一
の
数
も
多
数
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う

。
，一一〈一一一一一'生一地の一一一一一

一一一一一性
や
講
命
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
一
人

体
に

於
け

る
機
節
契
頭
條
g
ila
は
--t-
常
に
'

長
く
生
存
-
る
も
の
で
・一ハ
一 :n
:一至
一
四
年

間
も

一相つ
て
一一 :一一一 :た
と
一認-
め
ら
れ
た
数
例
が
あ
る
o

a一体
内
に
於
け
る

一一，生
L

，M
の
一一一一一命
を
知
る
～:
と
は
難
事
で
あ
る
が
'

一
般
に
線

一Mや動

要
M

は
長
命
で

一度
感
、染
し
・

た
ら
そ
の
:9:
の
一
生
を
通
じ
て
一一一一一生
し

で
--b
る
も
の
が
あ
る
o

そ
れ
で
指
し
'

こ
の

一前生
識
に
よ
つ
て
何
程
の
審
を
被
つ
て
一eb
る
か

と
い
ふ
事
を
决
定
し
や
う
と
す
る
場
合
に

は
、
ま
づ
特
生

'M
の
財
一一一一川

に
依
る
:
同

部
の
病
理
組
，識
的
の
變
化
を
観
察
し
・

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

。

一 '一
三



そ
し
て
寄
生
-llf
体
数
と
布

一の
体
重

、
年
齢

（ :

一一一一一解
類
の
年
齢
は
其
の

布

一の
体
側
解
の
検
鏡
に

據
つ
て
决
定
す
る
こ
と
が
出
來
る

）等
と
の

比
較
や
肉
味

（，
時
に
成
分

）の
調
本能

を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る

。上
記
の
様
な
こ
と
は
我
國
に

於
て
は
勿
論
請
外
國
に

於
て

も
来
だ
少
し
も
解
つ
て
一elb
な
い

。
、，．J
れ
は
今
後
の
研
究
に

．
特

た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
應
用
寄
生
-lla
學
上
の
重
大
な
間
題
で
あ
る
o

難一館
類
の
・一一M一は
何
れ
も
布

一体
が
大
形
で
あ
つ
て

一
尾
の一・一一…-l--
も
相

當
高
個
で
あ
る
爲
上
記
の
や
う
な
問
題
の
研
究
に
は
非
常
に
不
便
を

感
・一，る
所
で
'
研
究
の
資
行
に

際
し
て
何
う
し
て
も

一
般
一川一一一P l一家
や

一一一一川一家
の
一明
け
を
一一m
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一一計・;-
を
病
切
に

感
ず
る

。

四
'
議
防
に
關
す
る
問
題

額
節
烈
変
一頭
條
識
の
人
体
に

感
一一一?す
る
一，，一と
を
豫
防
す
る
に

は
マ
ス

の
肉
の
生
食
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る

。新
鮮
な
肉
で
は
識
体
は
活
渡

に
伸
縮
す

る
か
ら
:

-lf-
意
さ
へ
す
れ
ば
容
易
に

發
見
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
o

寄
生
識
の
一一…
体
に
感
一一一一一 :

を
豫
防
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
客
生
識
學
上

最
も
因
難
な
然
し
應
用
上
最
も

一一一一一一要
な
間
題
で
あ
る

。膠
胞
子
識
を

除
く
他
の
總
て
の
特
生
-a
は
特-

一
定
の
生
活
環

（I
1

fc
c
y
c
-

c
）を
持

病
主
で
あ
る
動
物
が
そ
の
・一一…一の
主
要
食
一一一一一一で
あ
つ
た
な
ら
間
題
は
少

し
く
難
し
く
な
る

。一一一一一一一n
者
は
こ
の
期
．に
特
に

注
意
を
排
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

。資
際
に
於
て
夫
等
の
特
生
識
の
大
部
分
は
淡
水
中
に

於
て
感
:一一 :-一す
一る

も
の
で
あ
ら
う
が

、
指
し
:
-
一m一
中
に

於
て
一一一一一一一一sす
る
も

の
が
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
そ
の
生
一一一 :一環の
研
究
は
事
資
一-
'

難
な
こ
と

で
あ
る

。そ
れ
に

前
記
の
様
に
寄
生
'一に山
る
被
害
の
程
度
も
来
だ

研
究
さ
れ
て
一の
な
い
し
、
然
も
海
中
に

於
け
る
之

:

-一一一一・一一M
類
の
生
活
状

態
さ
へ
解
つ
て

一0
な
い
現
般
で
あ
る
か
ら
預
防
の
間

一一に開
し
て
は

こ
れ
以
上
論
ず
る
事
は
出
來
な
い

。-=a
M

準
に
臨
ん
で
文
献
の
関
磁
を

許
さ
れ
た
山
口

左
:

-
:

博
士
に
深
謝
す
る

。
（昭
和
十

一
'二
'五
稿

）

引

用

文

献

三 )  ( 二 )  (-)
一一A
-

'
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S
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i

s
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Se
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V
o
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． l
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3
-
'

0

（ l
9
3
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）
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．

江
口
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1
部
通
川
に

於
け

る
一
演
師
型
一m
S一a
-一の
一寄
生
一-
究
o

愛
知
房
雄

、
第
二
九
一S
-
1一
、第
四

a
（一
九
二
一一）
・

・

藤
田

一配信
1
発

一一n
湖
一一一一角
如
に

寄
生
す
る
一一期一一一一如
（
．-i
一通
、 o

（動
標

、
第
四
〇
卷

、
第
国
七
七
-at
（一
九
二
八

、一

二
四

つ
て
一eb
る
も
の
で
決
し

一J・一一一体内
で
繁
取
增
數
す
る
～:
と
は
な
い
か

ら
'
豫
防
に
際
し
て
ま
づ
考
慮
を
要
す
る
と

と
は
・一S一等
の
生
一一一 :一環の

開
明
で
あ
る

。例
へ
ば
～:
れ
は
姓一一m一期
に
は
開
係
は
無
い
が

'
-ll:
機

ヂ
ス

ト
マ

の
被
害
を
防

:

、
--
爲
に
そ
の
中
間

一li--主
で
あ
る
マ
メ

タ

一一
シ

の
撰
減
を
計
つ
て

一0
る
様
に

、
内
部
寄
生
一識
の
感
染
を
預
防
す
る
爲

に
は
中
間
病
主
の
撰
減
を
計
る

一（
と
が
最
も
有
効
で
あ
る

。サ
ケ

、

マ
ス

の

一E育
に
際
し
て

（--
-一、一、．s- l一一一一一一一一一'
、oZa
．
s
a
-

l一一一一一一 :

-

一一M
'c
o
4a
の
寄
生
を
豫

防
す
る
爲
に

、
そ
の
中
間
一一個--
主
で
あ
る
ト

ビ
ム

、ン（;'-a
-

、-ma
4
～

、．s
の

換
減
を
は
か
つ
て
英
の
書
を
免
れ
た
～:
と
が
岡
E
一一E氏
の
報
告
に
見

え
て
ゐ
る

。こ
の
事
は
こ
の
線
一識
の
薄
命
と
も
開
聯
し
て
:

一設
に
並
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
資
で

、こ
の
場
合
中
田

一-lff主
で
あ
る
ト

ビ

ム
シ

の
-lf
食
を
停
止
し
な
け
れ
ば
次
々
と
感
染
す
る
識
は
送
に

浮
表

に
充
滿
し
老
幼
無
数
の
特
生
識
の
爲
に
・一u一は
遂
に

一装
死
を
免
れ
な
い

結
果
を
來
す
の
で
あ
る

。然
し
乍
ら
姓一館
類
の
寄
生
裁
で
そ
の
生
活

對
の
判
明
し
て
e
る
も
の
は
僅
か
に
機
節

」aH一頭
條
識
と

Os
-
'
dl
'

，

、o4（ l
s
a
Z
f
-
-

o
m
'c
o
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及
び
サ
ケ

'
ヒ
メ

マ
ス
の
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頭
識
の

4
e
a
7
li

f
fl
o

、eP
i
a
4
～

、s

、r-;:-;
9
o
、一f-
．s

の
三
極
の
み
で
あ
る

。そ
し
て
此
等

の

一一一一の一一一一一生
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凡
て
食
物
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か
ら
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数 ・ 九 十 ;: i  第 年 八 第

一商

言

近
來
北
海
一一通
の
内
確
水
面
利
用
L!P
ち
湖
--l-
養
取
事
業
の
勃
興
と
共

に

益
-

發
展
の
途
上
に
あ
る
一1
J

と
は
本
通
養
殖
事
一一一一の
一
進
と
納
し

得
る
が
、

一一一、し
適
内
に

は
尚
多
く
の
来
利
用
測
-ln
多
く
存
在
す
る
が

故
今
後
之
等
の
利
用
開
拓
を
大
い
--:
期
a
ff
す
る
次
第
で
あ
る

。

北
海
適
に

:

於
け
る
測
-lf-
養
殖
の
發
一確
地
と
も
納
し
得
べ
き
大
一m
の

養
效
事
業
の
一
端
一一一r一翻
・

^
-
:一し
參
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
o

・

今
日
大
一-lle
は
大
．-～-3
公
一国
と
し
て
天
下
に

:
-

-
:
:一ハ
の
最
観
を
以
て

一者
明
な

る
と
共
に

一
面
水
産
上
．

に

於
て
も
亦
一
型
一m
生
産
品
に
よ
り

義
を
博

］

す
る
に

到
つ
た
、
が
．'
之
等
は
過
去
に
一
於
け
る
湖
一型
一一一殖・一一一一一M-一上
幾
多

の
因

i

難n
に
一一一面'一一p一る
に
不
和
よ
く
之
等
を
'

-一一 :一一照
し
組
合
一一 :一各自
‘
〇

組

え

一一一一 :

る
:

-

M
同
的
精
神
・

の
%
力
の
結
品
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る

。

:

4
1

本
池
章
取
，發
，上
S
事
購
を
求
'む
る
に

願
る
古
く
即
ち
明
治
九

年
五
月
開
拓
使
に

於
て
東
京
よ
り
題
-ff
理
を
購
-
て
之
れ
を
一一一一一采沼

リ

'

'

t:
l

．

llt

'

に
放
流
せ
し
に
初
ま
l

こ
の
成
:a
良
好
な
る
に
つ
れ
-l--
獲
も
-EE
盛

と
な
り
た
る
結
果
明
治
十
三
年
八
一一=- '
開
拓
使
1la
館
支
・
題
は
其
'の
一
置
一一ma

取
前
布
一一一一 :を
發
し
た

。---f
來
構
殖
4
る
鯉
的
は
・-iif
野
邊
川
を
流
下
し

大
沼
'
小
-ln
の
兩
湖
に
も
一器
取
す
る
に

至
つ
た
が
率
楽
-l-=
は
之
が
一一一 i

場
と
し
て
保
存
す
る
の
必
要
を
認
め
次
の
禁
川
を
發
す
る
に

至
つ
た

明
治
二
十
八
M準

十
:
:
-

一::lt'
五
日
北
海
一通

一一一令第
八
'

五
-llt

渡
島
一
國

a一
田

那
船F
下
村
率
菜
沼
に

於
て

，J
ひ

魚
0

til-
獲
を
禁

「o
犯
し

た
る
-
の
は

一a
以
上
†
=一以
下
の
:

的
一一一に
」
-
し
'

叉
は
登a
国
以
上
一一一国

九
一一-9
以
下
0

科
料
に

度
す
o

-ll-
明
治

二
十

六
．一一一一開
一一m
使
'

蘭
-1--
支
一E
-llt
ー

ハ
三
-
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和

一一一一一--は
本
合
施
行
日
よ

1l・陵
止
す
o

以
上

a
表
一 i一的に
、一 ie
本
沼
養
殖
前
計
一一一一一一一は
既
に
開
拓
使
時
代
か

ら
行
は
れ
た

、
之
は
恐
ら
〈
'

北
海
適
と
し
て
湖
洲
養
效
の
注
解
と
も
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小
林
久
雄
著

。日
本
淡
本
a
-

-

一
類
並
に
其
容
生
la

養
費
:
1
-一
發
行

定
fl--

二

'五
〇

著
者
小
林
久
雄
氏
は
多
年
京
部
前
関
大
學
に
あ
つ
て
'
本

邦
淡
水
生
物
學
の
械
成
川
村
多
責
二
教
投
'
及
寄
生
識
學
の

黎
-
山
n
:

左
仲
博
士
の
下
に
研
鑽
を
一
被
ま
れ
た
が

、今
回
そ

の
-
-
-

一 l

-

E

な
る
一組
一一商
を
傾
け
て
著
さ
れ
た
の
が
本
著
で
あ
る
o

本
邦
に
産
す
る
一始:
ど
凡
て
の
淡
・一一?
川

一が
整
然
と
分
期
さ
れ

て

一e
て
'
多
く
の
観
期
に
興
味
あ
る
調
性
生
態
と
そ
の
寄
生

-ilf
が

一一一一一一一一し
て
あ
る

。本
能一一を編
け
ば
手
元
に

あ
る
邦
産
淡

水
e一と
そ
の
容
'

生
裁
な
ら
'- l:

，
i
ど
一一一f
を
指
す
が
如
く
明
瞭
に
な

る
で
あ
ら
う

。殊
に
'

-m
一一 :一一一一m-
:一・一一一E
に
舉
げ
て
あ
る
文
献
に

至
つ

て
は
更
に
深
く
研
・一一一 :-一し
ょ
う
と
す
る
も
の
に

と
つ
て
眞
に

悉

一

'

・

切
な
指
針
と
'一要
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
a
水
産
研
究
者
'
地

土
資
料
研
・一一:--一一一一一 :等
の
必
」一一一，座
右
に
備

-
ぺ

き
．- i

i

一一一 :の
一
で
あ

ら
う
o

新

著

紹
'

合
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明
流
九
年
開
一1n
使
に
よ
つ
て
移
取
せ
ら
れ
た
理
的
は
依
然
と
し
て

今
日
迄
英
の
器
取
止
む
～:
と
な
く
殊
に
的
に
於
て
は
本
相
主
要

一一一一一m一

で
あ
り

、m一は
前
者
程
の
器
效
を
な
・一一-一 :
-
-一
る
も
今
日
本

一mi一'一鯉
の
:

in

先
た
る
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
o

'

一m一解
及
館
は

一
時
器
取
の
徴
候
を
示
し
た
の
み
で
間
も
な
く
湖
中

に
英
の
影
を
失
〇
注
入
河
川
の
上
流
或
は
析
戸
川
に
於
て
'一器
一一一一せ
ら

1
-

0

．、一を
見
た
．n
，
と
和
さ
る
・・・
が
今
日
に
於
て
は
全
然
英
の
權
息
を
見

き
る
に
至
つ
た
o
．

‘
・

．

'

．

一
能
は
明
ム
ーi-
四
十
二
年
七
月
十
五
日
村

^
堀
田
一
●
吉
な
る
も
の
'-'一一aa

整
川
一一，そ
〇

や
や
'a
用
J

よ
り

一
升
五
合
を
大
沼
小
沼
に
移
数
し

た
．る
に
次
第
に
…一一一一一一一一し三
測
到
る
陸
に
一一一M
、・一 :-一一す
る
に

至
り
-f
．

要
産
物

と
な
り
今
日
に
於
て
も
英
の
漁
獲
を
見
つ
・・一一一あ
る
o

大
正
十
四
年
に
は
琵
世
測
産
解
を
移
殖
さ
れ
た
が
放
流
数
の
一備

一少

な
り
し

一 :

的

か
英
の
資

:

m
-

を
得
・

ず
に
経
つ
た

。

越
え
て
昭
和
二
年
以
來
北
海
通
水
産
試
驗
場
が
第
二
期
拓
加
計
劃

の
資
施
に
あ
た
り
内
陸
水
面
利
用
開
發
の
日
的
を
以
て
有
用
極
の
移

殖
を
な
す
～:
と
・
、一な
り
蘭
來
適
内
各
測
-n
の
增
取
並一
に
移
效
の
資
地

指
一
理
一Mー
ハ

動
を
な
し
來
--l
た
る
結
果
本

一m
に
於
て
も
英
の
成

:

載

要
者

な

る
も
の
あ
-ll
即
・一一一一公
角
'の
今
日
英
の

一廳額
主
位
を
・一自
む
る
に
至
つ
た

如
-c
-

移
效
効
一…一一一の
如
置
に
立
識
せ
ら
る
・・一-
に

至
つ
た
の
で
あ
る

。

二

一一d

之
が
現
今
に

到
る
迄
引
横
い
て
一一一る、
今
各
極
期
別
に
英
の
年
代
順

を
追
ふ
て
-lu
・
ぐ
る
と
次
の
如
く
e
あ
る
o

'

十

一Jll
十

月

五

年
一一「'
月

六

月

十

一Ja

． ・
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J-

i
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/
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':一一流
年

度

一
和

放

注

場
所
一

放

流

・-9

審

殖

施

設

．

新
'一一一M
に

於
て
述
ぺ
た
如
く
本

一m
に

対
す
る
器
城
施
設
は
願
る

，-．く

一構
一， :一得
る
も
の
と
M
-

4
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生
．

産
． '
般

况

本
相
に
對

「8理
ma・
的
基
本
調
益
は
大
正
十

一
、
二
年
度
の
兩

年
に

一a一り
一一一一・国
按
一m一によ
り
な
さ
れ
た

、．
常
時
の
油
業
の
．一
般
般
態

は
第
一a

表
に
依
り
十
五
ヶ
年
間
の
一m-
i

m一調一一一一であ
る

。筆
者
は
そ
れ

に
依
サ

一町
歩

'

の
生
産
高
を
算
出
し
て
見
る
と
表
中
右
側
に
記
せ
る

如
く
で
あ
る
が
'
i

M
時
の
詳
細
な
一s
-

， 1一一・ィ
ー一一一一况
を
間
明
し
得
な
い
し
漁

第

-

表

1:l1

公 公 公. 公 公 公

獲
物
の
感
類
も
今
日
の
如
く
多
種
類
で
な
い
一標
に

思
は
れ
る

一然
し

明
治
時
代
よ
り
大
正
末
期
に

料
け
商
次
生
産
增
加
を
な
し
て
一一一一一一
，．一と

一

が
知
ら
れ
る

。

一

（大
西

、小
-liM

、球
來
-a
合
計
面
田
を
半
m
氏
に

よ
る
九
九
三
町
歩

「し
て

用

一一 :一た
）

一

放

illl

J-

一一一n0
、08
、00
0

t一

一一一o;
、oo
o
一n-a

X
0

、00
0

数

番

、00
0

、00
0

較

一一一C一、00
0

-llt

一
3
'00
0

、00
0

般

a

『8
0

、00
長

o
o

，oo
o

、oo
〔

一一n ．
:
'r
-

備

然
れ
ど
も

一
面
外
國
産
有
用
種
と
し
て
移
殖
を
な
せ
る
ク
ラ
ッ
ピ

l
及
自
-n
は
全
く
不
結
果
に
終
つ
た
～:
と
は
性
だ
通
憾
で
あ
る
（）
一一同

本

一m主
一m-一一一なる
船

一の
品
極
改
良
の
目
的
を
以
て

一a-一一一一・一湖
産
源
五
郎

af-
の
移
取
を
な
し
た
る
に
近
來
大
い
に

英
の
一一一一一一一M-・
發
育
を
送
げ
近
き

將
來
に

於
．て
在
來
極
と
換
り
本
種
の
統

一a的
增
施
を
な
し
初
期
の
目

的
を
進
成
し
得
る
も
の
と
信

．-・:るo

鰻
は
開
拓
使
時
代
に

於
て
も
移
取
し
た
が
資
試
を
得
'-一一，に
一一e一つ
た

然
し
略
和
七
年
以
來
四
ヶ
年
間
截

一E一の
適
外
移
入
を
な
し
放
流
し
っ

あ
り

一
部
器
殖
保
一融
上
の
缺
陷
あ
る
ら
し
く
今
一前
好
結
果
を
得
な

い
が

一e
か
ら
」一一一一，・一一一一の
間
題
も
解
决
せ
ら
一る
・
、・
と
思
-
の
で
資
献
を
期

特
し
得
る
も
の
と
思
-
o

．
．

-

．

以
上
主
要
の
も
の
に
就
一Jl一:
?

の
移
取
経
過
を
速
べ
た
つ
も
--

，で
あ

る
が
一的
來
大
沼
識
業
組
合
自
身
に

於
て
も
公
前

移
願
後
四
ヶ
年

」
-i1
昭

和
五
年
よ
り
直
接
大
一m
産
親
a
'
を
以
て
毎
年
五
手
方
粒
程
度
の
人
I

採
卵
解
化
放
流
を
な
し
來
り
全
く
自
給
自
足
の
域
に

進
し
尚
若
平
の

一m-一印
・

分
興
を
な
し
得
る
の
除
裕
部
-

た
る
状
態
と
な
り
又
大
一m
産
觀

鯉
を
以
て
昭
和
五
年
以
來
人
工
採
卵
解
化
放
流
を
な
す
一一一一一'組
合
直
接

の
事
業
と
し
て
も
亦
-a
意
本
沼
一一一一一一一m
施
設
を
な
し
っ一
'・'一
あ
る

。

次
に
大
一m
出

一一一一一一組
合
に
於
て
な
し
た
る
'1一一一一・一S一及
理
の
人
I
採
那
数

を
摘
ぐ
る
こ
と
・・
す
る

。

三
〇
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一0
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n
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次
に
最
近
七
ケ

年
間
の
，一一一M l一状
况
よ
り
生
産
高

:

-
::
:一ハ
他
を
算
出
す
る

'

と
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
が
第

一
表
と
'

之
と
を
對
照
し
て
見
る
と

:

-
::一ハ

の
1--
に
於
け
る
漁
業
の
状
態
を
知
る
上
に

興
味
あ
る
も
の
と
一…u
ふ

。

即
大
正
末
期
と
現
今
と
を
比
較
す
る
に
・

か
へ
つ
て
生
流-
一選
滅
の
如
き

簡
向
を
見
ら
る
．・・一も
一一一一一1-の
原
因
の
奈
邊
に
存
す
る
か
は
f-lf
研
究
の
一除

第

二

表

'

（'半
m
氏
調

益
に

依
る

）

地
あ
る
も
の
と
し
て
他
日
に
護
る
こ

，f
す
る
が
今
日
の
一一m一業
者
は

般
業
と
取

，業
と
・一-・々
位
で
あ
り
資
際
の
個
人
の
経
濟
上
に
於
て
事
業

者
は
多
少
漁
一一一一の
增
加
あ
る
も
の
と
推
架
せ
ら
る
・
、一が
之
等
の
資
際

調
在
は
後
の
機
合
に
一一側
一一一一一し
た
い
考
へ
で
あ
る

。
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一a

入

・
合
入

一一'

、一0
一

一一・
0
-
:一一一一一一、n

._ C ) 11
111,i

漁

具

今
日
大
-ll-
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
っ一
・・一-
あ
る
漁
=
-
-一は
次
の
様
な
も
の

で
あ
る
o

:一一一一一一一一

e

一一八
一一

a
言
0

五
二
名

五
四
名

目

/、・

五
〇
名

五
〇
名

四
七
名

観
-

な
漁
異
を
各
手
1lle
或
:
-
-
-一一n一極
に
依
つ
て
適

一=一使
用
し
つ
，'
あ

る
が
之
等
の
評
細
な
構
造
通
用
方
法
等
は
本
項
に
は
一有
略
し
他
日
機

を
得
て

一a:
び
紹
介
す
る
～:
・・一J・・・・一す
る

。

結

論

本
文
中
往
時
に

比
し
て
現
今
は
生
産
選
減
の
一E
向
あ
り
と
述
ぺ
た

が
然
し
之
れ
が
爲
め
湖
洲
養
殖
の
効
果
を
否
定
又
は
疑
間
-i;-
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
今
後
は
益
・一r
增
-;ia
施
設
の
整
俯
を
な
し
增
産
に
一
週
進

す

べ
き
で
あ
る
o

．

今
日
迄
鯉
的
等
に

對
し
て
は
何
等
の
被
極
的
增
一m一
方
法
を
な
さ
F

， ・
，・

天
然
器
施
の
み
に
委
し
て
來
た
が
横
極
的
に

人
工
增
效
を
な
し
來
た

三
三



報 集 a ll

つ
た
極
類
の
も
の
は
そ
れ
だ
け
生
産
增
加
を
な
し
た
る
～:
と
は
明
か

な
る
を
以
て
今
後
は
所
調
-一一一業
の
多
角
的
経
營
と
同
様
各
極
の
布

族

に
j

對
し
裁
極
的
增
殖
方
法
を
一語
じ
生

一一一一一向
上
を
期
す
ぺ
き
で
あ
る

。

今
日
の
大
一
洲
の
湖

理
数
一
的

一
般
般
况
よ
り
し
て
決
し
て
不
可
能
事
と

は
考
へ
ら
れ
字
'
充
分
な
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
信
'
ず
る
の
で
あ

る
o

三
国

從
來
湖
沼
の
養
取
事
業
経
營
上
に
組
合
自
體
の
機
能
運
用
上
一m一一一角

国
滿
を
欠
く
も
の
あ
る
を
展
-

見
る
が
然
し
組
合
組
織
の
一要
更
に
依

り
組
合
自
體
の
活
動
範
国
も
擴
大
さ
れ
事
業
経

:

管
上
に
於
て
も
ょ
り

以
上
の
機
能
發
-fK
の
機
會
を
得
た
の
で
此
際
組
合
員
各
自
が

一B一の

協
同
的
結
神
に
よ
り
相
備
り
相
一明
け
事
業
経
營
上
演
重
な
態
度
で
望

ま
れ
ん
一1
J

と
を

一
言
苦
言
を
呈
す
る
次
第
で
あ
る
o

・・・
．・・・:・・r

．
・l
t・
'・
．
-

・
'-・・'・
．
・
、

集

報

'

．．
・

．
l

．
・'・
，・二

．
・二

．．:=・'，
．
・・・・'

〇
昭
和
十
年
度
:aa
親
魚
捕
獲
採
卵
成
積

'

北
海
適
一一一--
一n
購
一

化
場
本
年
度
の
姚
親
無
、抽
整
操
卵
は
昨
年
九

・-l一
一

を
以
て

:

-一一「J・
し
た

。

日
よ
り
資
施
中
の
産
本
年
三

・-1二
十
五
日
一-一別
支
場
の
最
後
の
探
卵

:

英
の
一
總

一一一一 :

献
は
左
表
の
通
り
で
あ
る

。

〇
虹
一f
種
一卵
分
與

一
末
日
迄
に
分
興
す
る
～:
と
に
な
っ
た
分
は
左
記
の
通
り
合
計
三
+
六

北
海
通
姓一節
附
化
場
一画
育
に
係
る
一-一始
一識
卵
を
養
如
の
た
め
一一一
月

一力
五
千
粒
で
あ
る

。

三
一一一-



三
六

解
出
後
の
一一一一一一m一は
、
r
ャ
マ
べ

」結
を
配
し
た
る
も
の
成
統
悪
く
、

そ
の
中
七
尾
な
り

。

n
-
海
期
ま
で
に

二
四

一
尾
の
発
一究
a
一を
出
し
た
り

。而
し
て
之
は
概

そ
の
後
の
生
育
状

一況は
'
五
月
二
〇
n
浮
游
後
八
三
日

n
の
一開
者

n一解
表
水
前

病
に

依
-l

）た
る
も
の
な
-

）。之
に

比
し
對
照
は
成
一
統
一n一一一

を
比
較
す
る
に
次
の
如
し

。

く
、
一一一一一一 :一一一一m
一? :

:
-

-
:

-

:
-一一一-に
過
ぎ
・
ず

、
階
班
水
一一一一'病に
依
り
た
る
も
の
は

一

体
型

、体
色
一一-
者
略:
ん
ど
差
異
を
認
め

ざ
る
-

、
ヤ
マ

ぺ

補
の
:

一一一一n一
請
・

″'
紅

一

調
を
品
す
る
を
認
め

一一一 :

る

が
如
し
o

一

体
側
の

班
較
も
八

-
九
個
に

し
て
:一一，一一一一一を
認
め

ず

。

〇
北
海
道
陸
-f
解
化
場
試
驗
成
描
種
報

1a
ヤ
マ
べ
交
配
試
驗

（本
場

）

目

的

、
館
卵
を

「ヤ
マ

ぺ

」補
を
以
て
受
精
せ
し
め
た
る
一一一一 :一一

の
生
育
状

"況
を
知
り
'
普
通
の
一解
一一一一一M一と
比
較
し
館
解
化
事
業
上
の

一一一一一一一一一 :

'一
に

供
せ
ん
と
す

。

方

法
、
館
雌

一
尼
の
卵
を
二
部
に
分
ち

、一部
に

「ャ
マ

べ

」

精
を
配
し
、
他
の

一
部
は
到
照
試
験
と
し
て
解
精
を
配
し
、
解
化
経

類

一

一平

均

体

長

平

均
:

体

二n

一一・:-
糖

0
・
'ハ

一:一一

一・0一-E

右
の
如
く
r
ャ
マ

べ

」精
を
配
し
た
る
も
の

体
長
に

於
て
も
体

l

m一fl．に
於
て
も
対
照
よ
り
大
な
り

。（佐
野
-
手
指

一::i
）

過
及
び
そ
の
成
統
'
並
び
に

一推
一m
の
生
育
般
况
を
比
較
す

。

試
驗
期
間

、
昭
和
九
年

一
〇

:

月

二
二
日
よ
り
五
J--1
二
〇
一=
:

迄
二
一

一
ー

=經

過

、
受
構
後
三

一
日
目
に
兩
者
共
に

發
限

、
1

，- :一八
rl
n
:

に

何

れ
も
解
出
開
始

、
六

一
口
目
に

「ヤ
マ
べ

」精
を
配
し
た
る
も
の
解

出
一一a了
、
六
二
日
目
に

對
照
解
出
経
了
す

。

解
化
成
織
を
表
示
せ
ば
次
の
如
し

。

備事
業
卵
の
解
化
成
:一一一を
知
る
の
參
考
た
ら
し
め
ん
が
爲
に
行
一一一 :一た
る

も
の
に
し
て

、
併
せ
て

一
般
砂
利
一理
沒
解
化
法
の
參
考
に
供
せ
ん
と

す
〇

」E卵
砂
利
床
孵
化
試
驗

（本
場

）

一

方

法

、
'-
，
i一試卵
は
探
卵
當
日

、
一
五
目
目
'
三
〇
日
日
'
四
五

目

的

、
本
試
驗
は
昭
和
九
年
度
に
於
て
施
行
せ
る
砂
利
中
加

一一一一一一
日
目
の
四
極
を
夫
々
六

（
XC
〇
粒
宛
取
り
'
更
に
之
等
を
二
群
に

三
七

．



:=
-

-
-

分
ち

一
は
砂
利
下
五
寸

、
他
は

一 :
-
-

-一下
に
一
理
沒
せ
り

。加
一一漢
に
営
つ

て
多
少
の
泥
及
び
砂
を
混

-

て
は
能
一一出
排
e
、の

:

検
一0一に
便
な
ら
し
む
る
爲
'

底
面
統

一 :
．
n

、平
方
の

一

試
驗
期
間
'
昭
和

一
〇
年
二
-l-
五
日
よ
り
六
月
二
〇
=
ま
で

一
三

金
細
製
前
を
作
り

、
之
を
一一一，ば
河
底
に

埋
沒
し
此
の
中
に
供
試
卵
を

一

六
日
間

。試
験
期
一間
中
の
水
温
平
均
七
度

。

收
容
せ
-l-

。理
淡
に
使
用
せ
る
砂
利
は
河
一一一一一lf砂
利
及
び
火
-
一一一一にし
結

果
'
試
驗
結
果
を
表
示
せ
ば
次
の
如
し

。

右
の
如
く
人
工
解
化
法
に
比
す
れ
ば

一
般
に
成
織
不
良
な
れ
ど
も

繰
那
後
四

，
-

-一一一':目
に

報
-l--
せ
る
も
の
は
比
較
的
良
好
な
り
o

又
砂
利

:一一一の厚
き
と
き
は
u一u一き
と
き
よ
り
成
載
不
良
な
り

。（ :

S
-一野
技
手
指

一一m1
）

水
中
に
あ
る
斃
死
．一一一9一卵
の
受
精
試
驗

（本
場
支
笏
-E
事
装
場

）

日

的

、
姫
館
性

体
の
一 :

-一一後
水
中
に
あ
る
場
合

、
そ
の
体
内
に
あ

る
卵
子
は
果
し
て
受
描
力
を
保
有
し
得
る
や
否
や

、
支
笏
湖
の
如
く

測
細
を
以
て
組
布
'
を
-hli
獲
す
る
所
に
於
て
は
観
布

使
用
上
參
考
た
る

可
き
に

依
り
本
試
驗
を
行
〇
た
り

。

試
驗
期
間

、
昭
和

一
〇
年

一
一 :
=

:
-
・

四
日
よ
り

一
一
年

一
月
二
〇
日

確
一
全
部
を
同
時
に
撰
殺
し
水
中
に
保
有
し
て

'
所
定
時
間
毎
に

一尾

:ll-
で

一

證
り
出
し
て
採
卵
し
之
に
雄

一
尾
宛
精
を
配
し
た
-ll

。

試
驗
場
所
-

北
海
適
一一一一館
解
一

化
場
支
笏
湖
事
業
場

結

一果
、
試
驗
結
果
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
し

。

試
驗
方
法
、
雌
雄

一
三
尾
地
の
成
熟
親
一M一を
解
化
一
相
に
收
容
し
、

あ
る

間中
に

一一一一一卵
数
一

一

一一一一卵
合
計

受
:

基
一
あ
る

間

一 九 七 五 三 一 三
而 時 時 時 時 時 〇
間 間 間 間 間 間 分

一一
器
一

! l - I 一 一 一
粒

-,L, 美 i : i i: 三 一° °-''' ° °八 最
-,、. 美量 .i -.,,_ 三 ?° ° ° °一 L 要lf

一三
時
間

一五
時
間

一七
時
間

一
九
時
間

二

一時
間

一一三
時
間

n
0

・。粒
一一一一一一一、
-;-l
一
業
一一
一=一0
-

一
異
'a

t一0
':
粒

n

一一入一 :一一，8一 :

l一〔）
9一一一一

t
-

-

一一'八
一%

t
l

C

'0
，一

一一一'一一一一一一一 一一・0一

（，一
解
考
'
-・-第
-
は
受
一Ma一
摘
出
せ

L
-
の
な
り

）

右
の
如
く
一死
後
水
中
に

あ
る
時
間
に
比
例
し
受
精
率
漸
次
不
良
と

な
り

、
二
〇
時
間
を
越
ゆ
れ
ば
始
ん
ど
全
く
受
精
力
を
失
ふ
に
至
る

（一一一一 :国
動
手
a
t
m

）

，・
，、・-
f
～
、-

會

報

・，l，，．-
i
-

1一・
，、，、-・・・・

本
合
-

長
小
池
仁
郎
氏
は

一-l1
中
句
北
海
適
よ
り
歸
京
の
途
次
仙

一要
市
に

於
て
風
邪
に

無
ら
れ
た
が
議
會
の
要
行
急
な
る
も
の
あ
り
病

を
押
し
て
登
院
し
政
界
に
一一ea・一さ
れ
た
た
め
病
勢
即
進
し
種
商

狭
心

症
を
發
し
一
月
二
十
四
日
午
後
三
時
一Sn
に

逝
去
さ
れ
た

。

同
氏
は
昭
和
九
年
十

一
月
本
合
の
創
立
と
同
時
に
合
長
に
推
さ
れ

一一:務
．

の
發
民
に
對
し
多
忙
の
身
で
あ
り
な
が
ら
よ
く
盡
さ
れ
た
こ
と

一一一九



を
憶
一一 :
-
-

一一一一種
:

に
增
へ
な
い

。

営
時
恰
も
本
會
半
国
理
事
長
上
京
中
で
あ
っ
た
の
で
本
會
を
代
表

し
て
一一F一意
を
表
し
番
華
を
手
向
け

一f-青
山
癌
場
に
於
け
る
告
別
式
に

參
列
し
て
燒
番
し
た

。・一一一三月
二
十

一
日
根
室
町
町
民
葬
に
際
し
て

は
本
〈一一一 ::
よ
り
花
輪

一
對
を
一m
-

M

前
に
一n一へ
弔
意
を
表
し
た

。

〇
役
員
會
開
催

本
會
役
員
會
は
來
る
四
月
一・r
何
'

開
-il-
の
豫
定
で
あ
る

。右
會
に
於

て
昭
和

+
一
年
度
に
於
け
る
本
會
の
事
業
4拉
海
算
を
内
定
し
六
月
中

に
總
會
を
開
き
之
を
附
議
す
る
一1
J

・・一J・・・-
な
る
管
で
あ
る

。

〇

會

員

消

息

u
業
，-

離-
程
提
ウ
ル
モ

べ
ツ
に
於
て
紅
解
漁
業

及
人
工
解
化
を
管
み
本
會
理
一ni一た
る

同
氏
は
藤
て
病
氣
の
産
三
E
-
:一二
-'
一ハ

日
午
前

一一0:時
五
十
分
遂
に

逝
去
せ
ら
る

。裏
博
に

一一一一へ
'-
:

1

，
。不
取
一取

本
會
よ
り
弔
電
を
發
し
且
香
華
を
手
向
け
た
り

。'

x

〈一新
入
會

」
u

x

x

一
、
論
識
、
資
料

、
趣
味
'
地
方
般
况
通
信
の
各
-a
及
第
jK

一同
表
等
の
寄
稿
を
做
迎
す

。

一
、本
一一一一一に
掲
破
せ
る
も
の
に
は
--f
謝
を
一 :

:

-
-一す
o

一
、
論
識
、
資
料
の
各
Ha
に
掲
:一一一せる
分
の
別
刷
は
御
希
望

に
依
り
三
〇
部
を
限
り
無
代
進
呈
す

。

一
、原
稿
用

一一一は中
込
次
第
郵
送
す

。

一
、次
號
原
稿
は
五
月
十
日
ま
で
に
館
節
彙
報
細
n一一a一一 i務
委

員

（北
海
道
一解
一m一解
化
場
内

）宛
御
送
附
あ
り
度
し

。

村

元

藤

作

一着
山
・

，a:
:

生

武

川

，一同
秀

町

fI-
秀

二

付

上
率

一

磯
時
前
太
郎

〇
會
資
領
收
報
告

（二
純
會
一一一一
三

:

"・三十
一
日
造

）

一，r
年
度
分

岸
-
敏
明

阪
本
勝

一
-
本
勝
見

江
n

弘

程
井
基
博

一mv
-

:一川
彦
七

大
友

渉

一一加
原
八
郎

三
浦
一m一一
，

柴
田
幸

一
郎

小
田
部
最

一
通
上
永
吉

磯
崎
--
太
郎

△

九
年
度
分

横
田
徹
夫

--l-
原
八
郎

ff1
中
林
一激

小
林
教
司

幸
内
愼
治
郎

乾

文
芳

篠
時

一一一一一一四
郎

△
八
年
度
分

横
田
徹
夫

rfl
中
林
一激

小
林
教
司

従
崎
彦
四

一

△
七
年
度
分

篠
時
彦
四
郎

Δ
六
年
度
分

篠
崎
彦
四
郎

△

五
年
度
分

篠
時
彦
四
郎



「・=・g・
=
:
:
:
・ :
-
:・

=
二
・

=
'・
:
i
''・
''
i
''
-
-
い-
'

M
'
=
'
'
'盆
':
'-

:

對
一--
--
ぶ
na
i

一一一一．解
イ
総
d

:
一一 :

-
ー

イ

ィ

・

一n一
化

精

、
解

化
:n:
、
受

卵

器

、
各

和

染

料

一・

'

漆
'
ア
ス

フ

ア
ル
ト

（流
動
．．一、'
テ

レ
ー

一'
ン

ー9
、
就
料
如

．

'

一'a
m-
紗

卵

相

用

）、
採

卵

海

細

、
標

本

組

一

卵

子
一m
一一一藥
各

和

、
化

m一
業

品

、-f
班

楽

品

:

一一
解

化

場

用

印

刷

物

一
切

、父
子

一一一一一
製

・-a
''

一n
節

、公
魚

、8
'
n
等
ノ

解

化

用

器

異

一
式

''

1

一．
．
:
j

．．．．．．．．．．．
:

．．
:
:
:
:
:
=
・

．．．．．
;

．
．
:
:
:
:
:
:
・・・
．・・
．・・・
．・-・・:
:
-
・
・
・・
'・・
'

話

官

廳

御

用

達

健
館
解
化
器
製
造
元

山
本

勝

見
工
作
所

塗

料

部

樂

品

部

札
幌
市
北
三
條
東
六
丁
目
電
停
前

電

能

一 フ一f五
の

一 フ一-
番

振
書
小
:a
三

九
七
〈
番


